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１ 事業の経緯 

（１）沿   革 

①酒田市水道事業 
 

 ア 酒田地区（旧酒田市水道事業） 

【創設時から太平洋戦争前後まで】 

 酒田町時代の大正 13年、同町議会は水道の布設を決議し、当時水道の権威であった和

田忠治工学博士に設計を依頼した。これが酒田地区上水道の始まりである。 

 和田博士は翌年から調査を開始し、苦心の末、昭和元年、最上川の伏流水を水源とす

る設計を立案した。昭和 3年、町議会の議決を経て認可申請を行い、昭和 4年 2月 2日

付けで認可を受けた。同年 5月起工式を行い、昭和 5年 10 月には完成し、酒田上水道が

創設された。 

 当時の規模は、計画給水人口 50,000 人、計画 1日最大給水量 5,500 ㎥、送水管延長 4.8

㎞、配水管延長約 41 ㎞であったが、世情は昭和不況の真っ只中にあり、３分の２の施設

でも給水能力には、なお余裕があった。 

 水道布設がきっかけとなり、昭和 8年に

は待望の市制が施行され、酒田上水道から

酒田市上水道となった。 

 市制施行後も景気は依然として低迷し、

水道の普及は予定どおりには進まなかった。

やがて、満州事変から太平洋戦争に突入し、

軍需工場の進出等により水需要は次第に拡

大していったが、戦争中のため、ひたすら

一時しのぎの修理を行うのみで、辛うじて

断水を免れるのが精一杯だった。 

やがて終戦になり、本市の人口は、引揚

者、復員軍人、その他転入者によって急速

に増加した。加えて、企業、工場の需要の

増加もあり、１日 5,500 ㎥の最大能力を発

揮してもなお、連日のように断水を繰り返

す状況であった。 

 

【拡張の時代へ】 

 このため、昭和 23年 11 月から昭和 24年 3 月にかけて集水渠
きょ

、ろ過池の増設を図る第

１次拡張工事を施工することになった。 

 しかし、第１次拡張工事は一時しのぎの応急措置であり、水需要に十分対応できるも

のではなかった。一部地域では断水が続き、苦情の電話や陳情が寄せられる有様だった。   

こうした断水を解消するため、水源の湧水量減少対策として、深層の地下水を取水す

る第２次拡張工事を昭和 26 年 4月から昭和 28年 3 月にかけて施工した。 

昭和初期の工事風景（右は旧割烹小幡） 
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 第１次･第２次の拡張工事については、断水の解消を主目的に行われた応急対策だった

ため、長期的な水需要の増大には到底応えることができず、再び断水へと追い込まれて

いった。 

 こうした慢性的な水不足の全面解消を目指し、昭和 29年 4 月から水需要の長期的展望

に立った第３次拡張工事に着手した。途中、伏流水取水の第 2水源を表流水取水に切り

替えるという画期的な変更を経て、昭和 35 年 10 月に完成した。これにより、給水能力

は１日最大 20,000 ㎥となり、はじめて市民に安定給水が可能な施設の拡充が図られた。 

昭和 35年 4 月、鳥海上水道組合（昭和 29 年 2月、当時の６か村が共同で上水道事業

を計画したことを沿革とする。）が管理する水道施設とその経営が、酒田市に全面移管さ

れた。  

移管後、次第に加入者が増え、南遊佐地区へ配水管を延伸するために昭和 36 年 7月か

ら 12 月にかけて鳥海上水道第１次拡張事業を行った。  

その後、２次、３次にわたる拡張事業を実施し、施設･設備の増強を図るとともに、東

平田地区など給水区域を順次拡大していった。また、平成 6年 3月には、事業経営を一

元化するため、酒田市上水道に統合された。  

 一方、酒田市上水道においては、昭和 39年に中平田、西荒瀬の両簡易水道を酒田市上

水道に統合するため、第４次拡張工事を行った。 

４次にわたり拡張してきた酒田市上水道だったが、産業の発展、生活水準の向上が進

むにつれ、１人当たりの使用水量が急増し、夏季には給水量の不足をきたすようになっ

た。このため、水源施設を拡充するとともに、老朽施設の更新、未給水地域への給水、

近代的な集中管理制御方式の採用を行った。 

さらには、創設以来の伏流水を全廃し、水源を全量最上川の表流水に変更する第５次

拡張工事が昭和 47 年 3月に完成した。 

 市の長期的な水需要の増大を見越した大規模な第５次拡張工事だったが、その後の市

勢の発展は目覚ましかった。酒田北港築港に伴う船舶給水と臨海工業地帯に対する新た

な給水計画（後で船舶給水のみに変更）、出羽大橋の完成を契機とする川南住宅団地造成

事業や高見台区画整理事業の相次ぐ着工にみられる、川南地区 500 年の歴史を一変させ

る急激な開発計画等が進められた。市水道事業としても、これに対応した拡張工事を早

急に始めなければならなかった。 

 こうして第６次拡張工事は、竣工したばかりの第５次拡張に引き続き取水量の増強を

図るため、第３次拡張工事以降大町溝土地改良区に帰属した水利権を市独自の水利権と

して許可を得、新たな取水施設設置を基本課題とした。また、出羽大橋架橋工事により、

配水管を宮野浦、十里塚地区へ延長するとともに、新堀、広野、黒森の各簡易水道を上

水道へ統合する課題と合わせて、昭和 47年 4 月に着工した。 

 着工以来、順調に諸施設の整備拡充が進んだが、昭和 49 年の石油危機を契機とした狂

乱物価により、工事費は認可された額をはるかに上回ることになった。また、茨野地内

簡易水道水源が枯渇し、急遽上水道への統合が要請されたため、事業計画の変更を余儀

なくされた。昭和 51 年に事業計画変更が認可され、事業費は 7億円から 14 億円に跳ね

上がったが、昭和 53年 3 月に完成した。 

 第６次拡張工事により施設能力は 1日最大給水量 45,000 ㎥となったが、昭和 59年度

の実績において 1日最大給水量が 45,358 ㎥を記録し、公称施設能力を上回った。 
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【成熟の時代へ】 

 このような水需要の増大傾向は、これまでの市勢の推移及び給水状況から見て、将来

にわたり引き続くものと予測されたことから、安定的に給水を確保するため、昭和 59 年

度「酒田市水道事業基本計画」を策定した。 

この基本計画は、長期的に不足する水道用水を県営広域水道用水供給事業から受水す

る計画であるが、供給開始が平成 9年 4月と見込まれていたため、それまでの需要水量

に対しては第７次拡張事業として対処する計画を立てた。この拡張事業は平成 7年度を

目標年度として、昭和 61 年 6 月着工、平成 7年 3月に竣工した。 

 この第 7次拡張事業では約 98 億円を投資し、計画１日最大給水量を 59,000 ㎥に引き

上げるものであった。これに対応するため、中央監視装置をはじめとする浄水場の施設

整備や上水道全体の配水施設整備を行った。 

 引き続く第８次拡張事業については、平成 6年度から平成 24 年度を目標年度、計画給

水人口 108,500 人、計画１日最大給水量を 74,180 ㎥とし、広域水道からの受水と鳥海上

水道との施設統合を柱とする事業計画内容であった。平成 6 年 3 月認可を受け、同年 

4 月に着工。平成 12 年度末、第１期事業を完了し、広域水道からの用水供給に対応する

新山受水場等主要施設が完成した。 

引き続き第２期事業に着手、平成 13年 10 月 20 日、待望の広域水道からの受水が開始

された。これにより、これまでの最上川表流水、鳥海浄水場の地下水に加え、庄内広域

水道用水供給事業の３つの水源を効率的効果的に運用することが可能となり、将来にわ

たる安全安定給水が確保されたことと、災害に強い水道施設が構築され所期の整備目標

が達成されたことから、補助事業が終了する平成 16 年度で総事業費約 73 億 8 千万円を

投資した第８次拡張事業は終結することとなった。 

 また、石綿ｾﾒﾝﾄ管更新終了を受けて、平成 9年度より実施してきた鉛管解消事業は、

当初、平成 20 年度を解消目標年度としたものだったが、平成 15年 4月 1 日を期して、

鉛に関する水質基準が強化されることとなったため、平成 13年度において事業計画の見

直しを行い、平成 14年度末までに総事業費 14億 7,067 万円、総解消件数 16,124 件の内

容をもって事業を完了した。 

翌 15 年度には、発注工事と利用者サービスの質的向上を目的とした、工事業者及び工

事店表彰要綱を制定した。 

   

【維持管理時代を見据えて】 

 平成 16 年度から、水道施

設の運転監視業務、浄･配水

施設の保守点検業務等（離島

を除く）の民間委託を行った。

委託の背景としては、①広域

水道の受水に伴う新たな水

運用管理システムが稼働し、

設備機能に応じた技術力が

求められるようになり、人事
余目・酒田道路 Φ800 ㎜ 
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異動による 3 年から 5 年での配置換えでは、技術力の継承が難しくなってきたこと、②

水需要の低迷が続く中で、水道事業の健全な経営を確保していくためには、経営の効率

化が不可欠であること、③拡張拡大型の事業経営の時代から、維持管理の時代に入り、

これまで以上の顧客サービスを実現していくためには、時代に見合った事業経営への転

換が必要であること等があげられた。 

 委託の効果として、運転監視業務と保守点検業務を一括して管理、執行できる体制が

整ったことにより、施設･設備のトラブルへの迅速な対応が可能になった。また、施設、

水質等の監視体制が強化され、職員の緊急時における時間外勤務も激減した。 

さらに、「水道水を通したサービスの提供」という意識を徹底するとともに、常に『顧

客満足度』の向上をめざした施策を展開することにより、水道法でいう水道本来の目的

である「清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もつて公衆衛生の向上と生活環境の改

善とに寄与」するため、「お客さま係」、「経営企画係」、「工事相談係」等の新設を柱とす

る組織改編を行った。（平成 26年 4 月、「お客さま係」と「工事相談係」を統合し「業務

管理係」となった。） 

 

 イ 酒田･八幡地区（旧鳥海上水道事業） 

 鳥海上水道は、昭和 29 年 2 月、当時の上田、北平田、本楯、東平田、市条、観音寺の

６か村が共同で上水道布設事業を計画し、一部事務組合設立の申請を行った。同年 3月、

知事の許可を得て鳥海上水道組合を設立、また、9月には上水道事業の許可も得たが、こ

の許可と前後して市町村合併問題が生じ、8月には市条と観音寺が八幡町に、12 月には

残り 4か村が酒田市と合併した。しかし、工事は予定どおり組合工事として昭和 30年 5

月に水源井に着工、以来 3年間で送水管延長 1.9km、配水池 1池（900 ㎥）、配水管延長

約 57.6km の施設を整備し、昭和 33年 5 月、地域住民 15,000 人待望の鳥海上水道の竣工

をみた。 

 このように多くの村落が一つの組合を作り、大規模な上水道を完成させたことは、全

国的にみても数少ない例であった。それだけに問題も多く、経営悪化等の理由から 2年

後の昭和 35 年 4月、水道施設とその経営が全面的に酒田市へ移管された。 

 移管後、次第に加入者が増え南遊佐地区へ配水管を延伸するため、昭和 36 年 7 月から

12 月にかけて第１次拡張事業を行った。 

 また、既存地域の使用量の増加に伴い、山根、新出地区へ配水池及びポンプをそれぞ

れ新設する第２次拡張事業を昭和 46 年 4月から昭和 50年 3 月にかけて行っている。 

 平成 3年度からは、これまで計画給水区域外となっていた東平田地区大平地域の生活

環境の改善と消防体制確立の見地から、鳥海上水道からの送水によって無水源地域に給

水する大平無水源簡易水道建設事業（第３次拡張事業）に着手し、約 2億 2,700 万円を

投下して、平成 5年 3月に完成をみた。 

 平成 6年 3月、事業経営を一元化するため、酒田市上水道に統合された。 

 

ウ 松山地区（旧松山町水道事業） 

松山地区の水道の歴史は、昭和 30年の旧松山町の合併以前から始まり、昭和 29 年に

竹田を給水区域とした竹田簡易水道が最初であった。 
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 松嶺地区町営水道は昭和 29 年 10 月に創設され、飲料水の質量ともに比較的恵まれな

い松嶺地区の本町、肴町、片町、上竹田の区域に水道を布設し、その後、各地へ拡張が

行われ、山寺地区に給水されたのが昭和 31 年 12 月であった。昭和 32年 5 月には内郷地

区簡易水道が創設。１年後の昭和 33 年 5月に給水を開始し、昭和 35 年に茗ｹ沢、相沢水

道などを統合した。昭和 48 年 10 月に松嶺地区町営水道と内郷地区簡易水道を統合し、

松嶺地区簡易水道となった。その後、配水池等の拡張工事などを行い、昭和 51 年 2月に

松嶺、山寺及び内郷を給水区域として給水を開始した。昭和 53年 1 月からは水需要の増

大と安定供給を図るために第２水源の着工に着手し、昭和 55 年 2 月から給水を行った。

昭和 56 年には現在の眺海の森一帯を給水区域とすべく変更認可を受け、昭和 58年 4 月

から給水を開始した。 

 成興野地区簡易水道は、昭和 33年 9 月に創設された荒興野地区簡易水道と、昭和 34

年 1 月に創設された成沢地区簡易水道の 2つの簡易水道が、水需要の増大と取水量低下

などにより、昭和 54年 7 月に成興野地区簡易水道として統合新設を行ったものである。 

なお、計画給水人口が 200 人未満で簡易水道等施設整備費国庫補助対象とならなかっ

たために、農村総合整備モデル事業の営農飲雑用水施設として整備を行った。 

 上郷地区簡易水道は、昭和 37年 8 月に創設、翌年 1月に大川渡から大沼新田を区域に

給水を開始した。 

 平成 8年から上水道事業を進めるべく、平成 8年 3月に計画給水人口 6,450 人、１日

最大給水量 3,340 ㎥とする松山町水道事業の創設認可を受け、松嶺地区簡易水道、成興

野地区簡易水道、上郷地区簡易水道を統合するための拡張工事を行った。平成 13年 10

月 20 日より田沢川ダムを水源とした庄内広域水道用水供給事業から受水し、上水道とし

ての給水を開始した。 

 柏谷沢地区では、湧水を利用した水道が以前から普及していたが、夏場の水量不足等

から近代的な水道普及を要望してきた結果、柏谷沢地区と戸沢村柏沢を給水区域とした

膜ろ過施設を整えた小規模水道として平成 8 年 4月より給水を開始した。 

 

エ 平田地区（旧平田町水道事業） 

 平田地区の水道事業は、昭和 31 年 4月に事業経営の認可を得、同年 6月に給水を開始

した。その後、昭和35年4月に給水区域拡張の第1期拡張事業を行い、計画給水人口5,600

人、１日最大給水量 840 ㎥の規模で計画変更を行った。 

 さらに、昭和 48年 3月には給水量の増加、水源の増設、既存簡易水道事業（田沢、山

元、大畑地区）の統廃合による給水区域拡張の第２期拡張事業に向けて、計画給水人口

9,100 人、1日最大給水量 3,230 ㎥の規模で計画変更を行った。この段階で、当時の平田

町の水道事業は、上水道事業１、簡易水道事業１の経営となった。 

 しかし、計画目標年度は経過したものの、人口動態の伸びが進まず、逆に減少しなが

らも経営を何とか維持してきたが、下水道の普及や諸産業の振興に伴って水需要が増大

して需給が次第に逼迫しはじめ、経営に見直しが必要となってきた。 

当時の状況では新たな水源開発が困難であったため、広域的水道整備構想にその解決

策を委ねることとし、田沢川ダムに水源を求めた庄内北部広域的水道整備計画が昭和 58

年に策定された。 
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 このような経過をふまえ、県営用水供給事業が具体化され、その受水施設を整備する

ために平成 6年 7月より第３期拡張事業を実施、平成 12年 12 月に終了した。平成 13 年

10 月 20 日より、田沢川ダムを水源とした庄内広域水道用水供給事業から受水を開始し、

より安定した給水が確保されることとなった。 

 

【広域化時代の到来】 

 平成 17 年 11 月 1 日、旧酒田市、旧八幡町、旧松山町、旧平田町の 1市 3町による市

町合併を行い、新「酒田市」が誕生。給水区域は 3倍強に拡大し、併せて、担うべき各

種水道施設や簡易水道が広い範囲に点在することとなった。将来とも質量両面にわたる

地域間格差が生じることのないよう、それら施設をメンテナンスしながらサービスの維

持に努める必要性が生じた。 

 また、平成 18年 2 月には、「顧客の満足度が高くあり続け、顧客が喜んで支える水道」

のスローガンのもと、今後 10 年間の当市水道事業の指針を示すことを目的に「酒田市水

道ビジョン」を策定した。さらに、このビジョンに基づき、諸施策の実施計画と財政計

画をまとめた「酒田市水道事業基本計画」を平成 20 年 12 月に策定。ビジョンの目標達

成と、それに基づく基本計画の内容を着実に進め、お客さまの水道に対する信頼を深め

る努力を継続している。 

平成 19年 12 月、県営広域水道用水供給事業は、単価の引き下げ案を県議会へ上程し、

同年 12月 19 日に可決された。これを受け、合併協定で 5年を目途に統一するとしてい

た、旧 1市 3町の水道料金の統一ならびに、料金水準の見直し作業を開始するとともに、

暫定施行されていた各給水条例の統一作業を開始した。 

水道料金の統一及び料金水準の見直し案については、平成 20 年 1月から、15 名の委員

で構成された水道料金等審議会に諮問し、計 6回にわたる審議の結果、妥当である旨の

答申を受けた。これを受け、同年 3月に市議会へ新しい酒田市水道事業給水条例案を上

程、可決され、平成 20年 4 月 1日より給水条例が施行された。同年 4 月使用分より水道

料金がそれぞれ統一（ただし、平田地区の大口径は３ヵ年の経過措置を経て統一）され、

酒田市水道事業として新たなスタートを切った。 

平成 22年 3 月、松山地区の上水道事業、平田地区の上水道事業及び小林簡易水道事業

を統合するために、事業の全部譲り受けの届出をし、受理された。これにより、同年 4

月 1日から、計画給水人口 123,150 人、計画 1日最大給水量を 81,555 ㎥とする酒田市水

道事業がスタートした。 

また、同時に実施した浄水場の運転･保守管理業務等の第三者委託に伴い、浄水課を工

務課に整理統合するとともに、管理課内においても経営企画係と管理係を統合した「経

営管理係」を新設し、組織のスリム化による経費削減を行った。 



 平成 25 年度水道事業年報  

7 

 

平成 23年 3 月 11 日、東日本大震災が

発生。地震による水道施設の被害は、配･

給水管破損4箇所、空気弁の損傷3箇所、

防火貯水槽用配管破損など比較的軽微

なものに留まったが、断水世帯514世帯、

濁水発生世帯2,569世帯延べ6,434人に

影響があった。地震に伴う停電の影響、

酒田共同火力への応急給水など地震発

生後、市役所本庁の職員とともに、数日

間に及ぶ緊迫した危機管理対応を行っ

た。 

さらに、日本水道協会山形県支部からの要請に基づき、東日本大震災の影響が甚大で

あった宮城県南三陸町への応急給水支援を 3 月 22 日から 6月 30 日までの間、100 日間に

渡って実施した。 

 

 

 ②飛島簡易水道事業 

 飛島は、酒田から北西約 39 ㎞の地点にある周囲 10.2 ㎞の小さな島である。昭和 25年

に酒田市に合併、昭和 30 年に離島振興法実施区域の指定を受け、港湾や道路などの整備

が進み観光開発も行われるようになった。島の人口は、昭和 34 年の 1,546 人を最高に、

減少傾向をたどり、平成 26 年 3月末現在では 127 世帯 226 人（前年同月比 8人減）とな

っている。近年では、夏季を中心に観光や生徒児童の体験学習の場としても賑わいをみ

せている。 

 飛島簡易水道は昭和 34 年に創設されたが、水道の布設にあたっては、まず、水源をど

こに求めるかが最も重要な課題であった。伏流水や湧水に乏しく地形が平坦なため、雨

が降っても溜めるところがない等、離島特有の地形的悪条件を考慮し、勝浦、中村地区

に貯水池（ダム）を 4ヶ所設けて水源とした。 

また、法木地区は良質の地下水をそのまま水源とし、２ヶ所を集水井、１ヶ所を取水

井とした。昭和 32年の電気導入と共に、簡易水道の布設は、立ち遅れていた島の人々の

生活環境改善や近代化に大きく寄与した。 

 しかし、年を追って増大する水需要と夏季の深刻な渇水の対策が必要となり、昭和 44

年 9 月から昭和 46 年 3月にかけて四谷貯水池（4,500 ㎥）の建設を主とした第１次拡張

事業を行い、これまでの 2倍以上にあたる計画 1日最大給水量 195 ㎥の給水能力となっ

た。 

 その後、島の人々の生活水準が向上するに伴い、水の需要は一層増大し、更なる拡張

を余儀なくされた。幸い、県施工の砂防ダムが 6つ目のダムとして建設されたことに伴

い、水源の増強を図るとともに今後増大する水需要に応えるため、昭和 53 年 5 月から 12

月にかけて高速沈でん装置、急速ろ過装置の導入を主な内容とした近代的浄水施設の完

備を目指し、第 2次拡張事業を行った。 

これにより、計画１日最大給水量 329 ㎥の給水が可能になったが、最も深刻な夏季の

渇水対策を完全に解消するまでには至らなかった。特に、昭和 63 年度は猛暑となり、42

南三陸町での応急給水 
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回、12,600 ㎥の水を本土から搬送しなければならなかった。また、原水の水質悪化も深

刻な問題として現出した。 

このため、平成 2 年度から 3 ヶ年計画で、離島簡易水道事業補助を受け、事業費約 2

億 8,500 万円をもって、勝浦浄水場薬品沈でん池、急速ろ過装置、滅菌装置等の施設設

備を改良するとともに、四谷貯水池をかさ上げし貯水量の増大（7,300 ㎥から 17,000 ㎥

へ）を図ることを柱とする増補改良事業を実施したが、なお水質面では抜本的改善まで

には至らなかった。 

しかし、平成 9 年度に同じく補助（事業費約 2 億 500 万円）を受け、粒状活性炭によ

る高度浄水処理施設と遠方監視設備を整備し、長年の課題であった渇水と水質の両問題

を克服した。 

 

 

 ③八幡簡易水道事業 

 八幡簡易水道事業は、昭和 50年 8 月事業認可を受け、3ヵ年の継続事業として、給水

戸数 640 戸、給水人口 3,000 人、1日最大給水量 600 ㎥、計画給水量 1人 1日最大200ℓと

して計画し、整備したものである。 

 鳥海山を源とした日向川と、そこに連なる出羽丘陵に発した荒瀬川沿いに散在した、

起伏の激しい山間部の集落が給水区域であったことから、総管路延長は 42km に及び、う

ち配水管延長が 38km となっている。平成 9年から国庫補助対象事業として基幹改良事業

に着手し、平成 16 年度まで老朽管の更新を進めた。 

 平成 23年 4 月に、地方公営企業法の全部適用を行うことで、市長部局から水道局に移

管された。また、平成 25 年、升田水源池の浄水施設に紫外線処理を導入し、併せて事業

の計画給水人口等の変更認可申請を行った。 
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（２）略年表 

昭和 4年（1929)  2 月 2 日付けで水道事業認可を受ける。 

5 月 12 日 起工式 

昭和 5年（1930) 7 月  水道料金決定（口径 13 ﾐﾘ:10 ㎥まで 1円 20 銭） 

11 月 竣工式（昭 5.10 完成、酒田上水道の創設） 

昭和 8年（1933) 4 月 1 日 市制施行。酒田市上水道となる。 

昭和 16 年（1941) 4 月 1 日 酒田市が飽海郡西平田村を合併する。 

昭和 23 年（1948) 11 月 酒田市上水道第 1次拡張工事 着工 

昭和 24 年（1949) 3 月  酒田市上水道第 1次拡張工事 竣工 

昭和 25 年（1950)

  

4 月 1 日 酒田市が飽海郡飛島村を合併する。 

10 月 熊手島簡易水道 給水開始 

昭和 26 年（1951)

  

4 月  酒田市上水道第 2次拡張工事 着工 

8 月  茨野新田、小牧新田簡易水道 給水開始 

昭和 28 年（1953) 3 月  酒田市上水道第 2次拡張工事及び配水管延長工事 竣工 

昭和 29 年（1954)

  

4 月  酒田市上水道第 3次拡張工事 着工 

8 月  酒田市が飽海郡西荒瀬村を合併する。 

8 月  南平田村、田沢村、北俣村が合併し、平田村となる。 

10 月 一条村、観音寺村、大沢村、日向村が合併し、八幡町となる。 

10 月 松嶺地区町営水道 創設 

12 月 酒田市が近隣 9村（飽海郡東平田村、北平田村、中平田村、 

       上田村、本楯村、南遊佐村、東田川郡新堀村、広野村、 

       西田川郡袖浦村）を合併。人口が 93,719 人となる。 

昭和 30 年（1955)

  

1 月 1 日 松嶺町、内郷村、上郷村が合併し、松山町となる。 

4 月  鳥海上水道水源工事 着工 

10 月 平田村上水道創設工事 着工 

昭和 31 年（1956)

  

5 月  平田村上水道創設工事 竣工 

8 月  新堀簡易水道 竣工 

12 月 中平田簡易水道 竣工 

12 月 酒田市上水道が地方公営企業法の会計適用を受ける。 

昭和 33 年（1958)

  

5 月  内郷地区簡易水道 給水開始 

6 月  鳥海上水道 竣工 

9 月  荒興野地区簡易水道 創設 

10 月 飛島簡易水道 着工 

10 月 西荒瀬簡易水道 竣工 

昭和 34 年（1959)

  

1 月  成沢地区簡易水道 創設 

3 月  広野簡易水道 竣工 

4 月  飛島簡易水道 竣工 

昭和 35 年（1960)

  

3 月  平田村上水道第 1次拡張工事 着工 

3 月  平田村上水道第 1次拡張工事 竣工 

4 月  鳥海上水道事業を酒田市水道事業に繰り入れる。 
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7 月  新堀、広野、西荒瀬簡易水道事業を酒田市水道事業に繰り入れる。 

10 月 酒田市上水道第 3次拡張工事 竣工 

10 月 酒田市上水道創設 30 周年記念式典 

12 月 黒森簡易水道 竣工 

昭和 36 年（1961)

  

4 月  飛島、黒森簡易水道事業を酒田市水道事業に繰り入れる。 

7 月  鳥海上水道第 1次拡張工事 着工 

12 月 鳥海上水道第 1次拡張工事 竣工 

昭和 38 年（1963) 1 月  上郷地区簡易水道 給水開始 

昭和 39 年（1964)

  

3 月  酒田市上水道第 4次拡張工事（事業変更） 着工 

3 月  西荒瀬、中平田簡易水道を廃止、酒田市上水道に統合 

4 月  酒田市上水道第 4次拡張工事 竣工（昭 39. 3 認可） 

6 月 16 日 新潟地震発生（震度 5）、上水道施設に多大の被害を受ける。 

8 月 1 日 平田町町制施行 

昭和 40 年（1965) 12 月 新潟地震復旧工事完了。 復旧費 82,639 千円 

昭和 42 年（1967)

  

4 月  酒田市上水道第 5次拡張工事 着工 

6 月  飛島渇水のため、巡視船「とね」による緊急の水輸送が行われる。 

昭和 43 年（1968)

  

8 月  小林簡易水道創設工事 着工 

12 月 小林簡易水道創設工事 竣工 

昭和 44 年（1969) 9 月  飛島簡易水道第 1次拡張工事 着工 

昭和 46 年（1971) 3 月  飛島簡易水道第 1次拡張工事 竣工 

4 月  鳥海上水道第 2次拡張工事 着工 

昭和 47 年（1972)

  

3 月  酒田市上水道第 5次拡張工事 竣工 

4 月  出羽大橋 竣工 

4 月  酒田市上水道第 6次拡張工事 着工 

昭和 48 年（1973)

  

4 月  平田町上水道第 2次拡張工事 着工 

10 月 松嶺地区町営水道と内郷地区簡易水道を統合し、松嶺地区簡易 

       水道とする。 

昭和 50 年（1975)

  

3 月  鳥海上水道第 2次拡張工事 竣工 

8 月  八幡簡易水道事業認可 

    豪雨により、日向川曙橋の配水管が流失。南遊佐全地区で断水 

10 月 広野、黒森簡易水道を廃止、酒田市上水道に統合 

昭和 51 年（1976)

  

10 月 新堀簡易水道を廃止、酒田市上水道に統合 

10 月 29 日 「酒田市大火」発生 

      （被害家屋 1,017 戸、上水道被害 3億円余） 

11 月 新両羽橋が開通する 

昭和 52 年（1977) 3 月  八幡簡易水道 竣工・給水開始 

4 月  火災復旧配水管整備事業が始まる。 

飛島渇水のため、この年 52 回の水輸送が行われる。 

昭和 53 年（1978)

  

3 月  酒田市上水道第 6次拡張工事 竣工 

8 月  気温摂氏 40.8 度を記録する（当時戦後全国最高）。 

12 月 飛島簡易水道第 2次拡張工事 竣工 
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昭和 54 年（1979)

  

5 月  酒田大火復興宣言 

7 月  荒興野地区、成沢地区の各簡易水道を統合し、成興野地区簡易 

       水道とする。 

11 月 火災復旧配水管整備事業が完了 

昭和 55 年（1980) 酒田市上水道創設 50 周年 

昭和 56 年（1981)

  

6 月  水道料金改定（38.60%） 

7 月  平田町上水道第 2次拡張工事 竣工 

昭和 57 年（1982)

  

4 月  田沢川ダムの建設促進等を目的に庄内北部水道推進協議会を 

    発足 

昭和 61 年（1986)

  

6 月  酒田市上水道第 7次拡張事業 着工 

12 月 庄内広域水道用水供給事業（北部地方）認可 

昭和 63 年（1988)

  

4 月  石綿管更新事業 着工 

6 月  水道料金改定（24.68%） 

平成 2年（1990)  6 月  水道料金改定（19.59%） 

7 月  飛島簡易水道増補改良工事 着工 

平成 3年（1991)  7 月  鳥海上水道第 3次拡張工事 着工 

平成 4年（1992) 1 月  酒田市上水道最上川暫定水利使用許可 

7 月  田沢川多目的ダム建設工事 着工 

8 月  寺内簡易水道組合、鳥海上水道に加入 

12 月 鳥海上水道第 3次拡張工事 竣工 

平成 5年（1993)  2 月  飛島簡易水道増補改良工事 竣工 

3 月  鳥海上水道より大平地区給水開始 

6 月  水道料金改定（21.87%） 

平成 6年（1994)  3 月  鳥海上水道事業経営の廃止を許可される。 

3 月  鳥海上水道を廃止、酒田市上水道に統合 

4 月  酒田市上水道第 8次拡張事業 着工 

7 月  平田町上水道第 3次拡張工事 着工 

平成 7年（1995) 3 月  酒田市上水道第 7次拡張事業 竣工 

9 月  柏谷沢地区小規模水道 着工 

平成 8年（1996) 3 月  柏谷沢地区小規模水道 竣工 

3 月 29 日 松嶺地区、成興屋地区、上郷地区の各簡易水道を統合する 

松山町水道事業の創設認可を受ける。 

4 月  松山町上水道事業創設工事 着工 

6 月  水道料金改定（19.78%） 

平成 9年（1997)  3 月  石綿管更新事業 完了 

4 月   水道事業管理者を配置 

       飛島簡易水道増補改良工事 着工、鉛製給水管解消事業 着工 

平成 10 年（1998) 3 月  飛島簡易水道増補改良工事 竣工 

平成 12 年（2000)

  

10 月 水道料金改定の答申（8.18%） 

12 月 平田町上水道第 3次拡張工事 竣工 
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平成 13 年（2001)

  

2 月  水道料金改定を見送る 

6 月  水道局ホームページ開設 

 http://www.water.sakata.yamagata.jp/ 

9 月  田沢川多目的ダム建設工事 竣工 

10 月 庄内広域水道用水供給事業からの受水開始 

平成 14 年（2002) 3 月  松山町上水道事業創設工事 竣工 

平成 15 年（2003) 3 月  鉛製給水管解消事業 完了 

平成 16 年（2004) 4 月  浄水場の運転管理等を委託 

4 月  水道局組織改編（係を大幅に統合・再編） 

平成 17 年（2005)

  

3 月  酒田市上水道第 8次拡張事業 竣工 

11 月 1 日 酒田市、八幡町、松山町、平田町の 1市 3町が合併し、 

  新酒田市発足 

平成 18 年（2006)

  

2 月  酒田市水道ビジョン策定 

4 月  携帯版ホームページ開始 

平成 19 年（2007) 4 月  組織改編（4係を 2係に統合、職員数 70 人→65人） 

平成 20 年（2008)

  

4 月  水道料金改定 

（酒田地区△5.2%、松山地区△33.3%、平田地区△10.7%） 

4 月  組織改編（分室の廃止、職員数 65 人→61 人） 

12 月 酒田市水道事業基本計画策定 

平成 22 年（2010) 4 月  酒田市水道事業と松山･平田各地区の上水道事業及び 

   小林簡易水道事業を統合 

4 月  浄水場の第三者委託開始 

4 月  組織改編（浄水課を工務課に統合、職員数 60 人→57 人） 

5 月  水道料金システム、公営企業会計システムを更新し、 コンビニ 

       エンスストア収納開始 

平成 23 年（2011） 3 月  東日本大震災発生。南三陸町へ応援給水 

4 月  八幡簡易水道事業に地方公営企業法を全面適用 

平成 24 年（2012） 4 月  東日本大震災支援のため、職員 1名を 1年間石巻市へ派遣 

8 月  鳥海浄水場廃止 

平成 25 年（2013） 5 月  八幡簡易水道事業認可の変更（給水人口、給水量、浄水方法 

    （紫外線処理）を変更） 

7 月  水道広報「みんなの水さかた」発行（以後、季刊発行） 

    福祉施策として水道メーター分解業務委託を開始 

    大畑水源取水休止 
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（３）拡張事業の経過 

 
 

①酒田市上水道

創 設 S 4. 2 S 4. 5 S 5.10 751 50,000 5,500

第 １ 次 拡 張 工 事 S23.11 S23.11 S24. 3 3,000 61,000 7,320

第 ２ 次 拡 張 工 事 S27. 5 S26. 4 S28. 3 32,100 50,000 14,000

第 ３ 次 拡 張 工 事 S29. 8 S29. 4 S35.10 181,830 56,000 20,000

第 ４ 次 拡 張 工 事 S39. 3 S39. 3 S39. 4 5,577 66,000 22,500

第 ５ 次 拡 張 工 事 S41.12 S42. 4 S47. 3 562,157 70,000 31,500

第 ６ 次 拡 張 工 事
S47.3
S51.3

S47. 4 S53. 3 1,346,925 100,000 45,000

第 ７ 次 拡 張 事 業 S61. 5 S61. 6 H7. 3 9,788,689 98,300 59,000

第 ８ 次 拡 張 事 業 H6. 3 H6. 4 H17. 3 7,382,964 108,500 74,180

松山・平田地区の上水道事業

及び小林簡易水道事業を全

部 譲 り 受 け 統 合 届 出
H22. 3 123,150 81,555

②飛島簡易水道

創 設 S33. 9 S33.10 S34. 3 12,059 1,750 87.5

第 １ 次 拡 張 工 事 S44. 8 S44. 9 S46. 3 18,153 1,200 195   

第 ２ 次 拡 張 工 事 S53. 5 S53. 5 S53.12 48,654 940 329   

増 補 改 良 工 事 H2. 3 H2. 7 H5. 2 285,034 700 315   

増 補 改 良 工 事 H9. 3 H9. 4 H10.3 205,460 700 315   

③松山地区上水道

創 設 H8. 3 H8. 4 H14. 3 1,568,818 6,450 3,340

酒 田 市 上 水 道 事 業 へ

統 合 の た め 事 業 廃 止 H22. 3

④柏谷沢地区小規模水道

創 設 H7.10 H7. 9 H8. 3 115,486 71 21

名称
認可
年月

施工年月 事　業　費
(千円、税

込)

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）着工 竣工

名称
認可
年月

施工年月 事　業　費
(千円、税

込)

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）着工 竣工

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）

名称
認可
年月

施工年月 事　業　費
(千円、税

込)

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）着工 竣工

名称
認可
年月

施工年月

着工 竣工

事　業　費
(千円、税

込)
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⑤平田地区上水道

創 設 S31. 4 S30.10 S31. 5 17,000 5,000 - 

第 １ 次 拡 張 工 事 S35. 4 S35. 3 S35. 3 5,446 5,600 840

第 ２ 次 拡 張 工 事 S48. 3 S48. 7 S56 .7 561,000 9,100 3,230

第 ３ 次 拡 張 工 事 H6. 4 H6. 7 H12.12 508,610 7,970 4,000

酒 田 市 上 水 道 事 業 へ

統 合 の た め 事 業 廃 止 H22. 3

⑥小林簡易水道

創 設 S43. 7 S43. 8 S43.12 7,541 230 34.5
酒 田 市 上 水 道 事 業 へ
統 合 の た め 事 業 廃 止 H22. 3

⑦八幡簡易水道

創 設 S50.8 S50.8 S53.3 194,661 3,000 600

地方公営企業法全面適用に

より酒田市水道局へ移管 H23.4

第１回変更

（浄水方法の変更） H25.5 H25.6 H25.12 164,690 1,590 436.0

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）着工 竣工
名称

認可
年月

施工年月 事　業　費
(千円、税

込)

名称
認可
年月

施工年月 事　業　費
(千円、税

込)

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）着工 竣工

名称
認可
年月

施工年月 事　業　費
(千円、税

込)

計画給水
人口

（人）

計 画 1 日
最大給水量

（㎥）着工 竣工
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２ 施設の概要 

（１）現有施設 

 ①－１ 酒田市上水道 小牧浄水場系 

給水能力 46,500 ㎥／日 

水  源 最上川表流水 

取
水
施
設 

取水塔 

取水地点 砂越字下川原 157 番地先 

  長径 20.2ｍ×短径 5.2ｍ×全高 20.45ｍ ＲＣ造 

  取水ゲート:800mm×8 基 

取水ポンプ 
φ350mm×14ｍ×12.71 ㎥／分×55ｋＷ×３台（回転数制御、内１台予備） 

φ300mm×14ｍ×9.3 ㎥／分×37ｋＷ×１台（固定速） 

導
水 

 
 

施

設 

導水管 

ＳＰφ900mm:115ｍ ＤＩＰφ600mm:117ｍ  計 232ｍ 

浄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

設 

沈砂池 5.5ｍ×26.3ｍ×有効深 3.0ｍ 有効容量:434 ㎥ ＲＣ造 

沈でん池 

高速凝集沈でん池 ＲＣ造 

 ２号池 径 23.0ｍ×有効水深 6.0ｍ 容量:1,644 ㎥  処理水量:20,000 ㎥／日 

 ３号池 径 23.0ｍ×有効水深 6.0ｍ 容量:1,716 ㎥  処理水量:20,000 ㎥／日 

 ４号池 径 23.0ｍ×有効水深 6.0ｍ 容量:1,716 ㎥  処理水量:20,000 ㎥／日 

集合井 
外径 8.5ｍ×内径 5.5ｍ×全高 3.5ｍ×有効深 2.3ｍ×１池 

ドーナツ型 有効容量:75 ㎥ ＲＣ造 

ろ過設備 

急速ろ過池 

 4.1ｍ×8.2ｍ×12 池（内１池予備） 

  ろ過面積:33.62 ㎡／池  総ろ過面積:403.44 ㎡ ろ過速度:135.2ｍ／日 

表洗ポンプ φ150mm×46ｍ× 2.4 ㎥／分×30ｋＷ×２台（内１台予備） 

逆洗ポンプ φ400mm×18ｍ×20.2 ㎥／分×90ｋＷ×２台（内１台予備） 

薬品注入 

設備 

苛性ソーダ希釈槽 容量:18.0 ㎥×１基 

苛性ソーダ貯蔵槽 容量:18.0 ㎥×４基 

Ｐ Ａ Ｃ 貯 蔵 槽 容量:15.0 ㎥×３基 

次 亜 塩 貯 蔵 槽 容量:10.5 ㎥×２基 

苛性ソーダ注入ポンプ（容量制御ポンプ） 

 前苛性 注入量:2.260 ℓ／分×0.4ｋＷ×２台（内１台予備）  

 後苛性 注入量:0.451 ℓ／分×0.4ｋＷ×２台（内１台予備）  

ＰＡＣ注入ポンプ（容量制御ポンプ） 

     注入量:0.800 ℓ／分×0.4ｋＷ×６台 

苛性ソーダ移送ポンプ（ノンシールポンプ） 

     移送量:620 ℓ／分×3.7ｋＷ×２台（内１台予備）  

ＰＡＣ移送ポンプ（ノンシールポンプ） 

     移送量:10.0 ℓ／分×1.5ｋＷ×１台 

次亜塩注入ポンプ（容量制御ポンプ） 

 前中次亜塩 注入量:1.915 ℓ／分×0.4ｋＷ×２台（内１台予備）  

 中後次亜塩 注入量:1.149 ℓ／分×0.4ｋＷ×２台（内１台予備） 
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浄 
 

 
 

水 
 

 
 

施 
 

 
 

設 

排水処理設備 

排水池 

 10.7ｍ× 6.0ｍ×有効深 3.0ｍ×２池 有効容量:385.2 ㎥ ＲＣ造 

排泥池 

 10.7ｍ×11.0ｍ×有効深 3.0ｍ×２池 有効容量:706.2 ㎥ ＲＣ造 

濃縮槽 

 14.0ｍ×14.0ｍ×有効深 4.0ｍ×２池 有効容量:1,568 ㎥ ＲＣ造 

天日乾燥床 

 25.0ｍ×20.5ｍ×有効深:1.2ｍ×16 床 乾燥床面積:8,000 ㎡ ＲＣ造 

天日乾燥床送泥ポンプ 

 φ250mm×13ｍ×8.89 ㎥／分×37ｋＷ×１台 

沈砂池返送ポンプ 

 φ150mm×17ｍ×3.19 ㎥／分×22ｋＷ×２台（内１台予備） 

排泥ポンプ 

 φ100mm×16ｍ×1.46 ㎥／分×11ｋＷ×２台（内１台予備） 

天日乾燥床排水井ポンプ 

 φ65mm×14ｍ×0.292 ㎥／分×2.2ｋＷ×４台（内２台予備） 

送
水
施
設 

送水ポンプ 

小牧浄水場 

 黒森系 φ200mm×47ｍ×4.43 ㎥／分×55ｋＷ×２台（内１台予備） 

中の口配水場 

 松境系   φ150mm×56ｍ×3.9 ㎥／分×75ｋＷ×２台（内１台予備） 

 宮野浦系  φ150mm×57ｍ×3.6 ㎥／分×75ｋＷ×２台（内１台予備） 

増圧ポンプ 
黒森増圧ポンプ場 

 φ200mm×55ｍ×4.43 ㎥／分×75ｋＷ×２台（内１台予備） 

高架タンク 

揚水ポンプ 

松境配水場 

 φ125mm×24ｍ×1.94 ㎥／分×15ｋＷ×２台（内１台予備） 

追塩設備 

中の口配水場 

  薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:１㎥×２基 

  松境系次亜塩注入ポンプ（液中ポンプストローク制御） 

   注入量:2.61 ℓ／時×２台（内１台予備） 

  宮野浦系次亜塩注入ポンプ（液中ポンプストローク制御） 

   注入量:2.61 ℓ／時×２台（内１台予備） 

黒森増圧ポンプ場 

  薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:0.5 ㎥×２基 

  次亜塩注入ポンプ（液中ポンプストローク制御） 

   注入量:2.16 ℓ／時×２台 



 平成 25 年度水道事業年報  

17 

 

配 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

設 

配水池 

小牧浄水場 

 １号池 25.0ｍ×15.5ｍ×有効深 4.0ｍ×２池 有効容量:2,700 ㎥ ＲＣ造 

 ２号池 25.0ｍ×47.0ｍ×有効深 4.0ｍ×２池 有効容量:7,900 ㎥ ＲＣ造 

                                     総有効容量:10,600

㎥ 

中の口配水場 

 ２号池 14.8ｍ×22.8ｍ×有効深 4.4ｍ×２池 有効容量:2,600 ㎥ ＲＣ造 

 ３号池 径 40.0ｍ×有効深 4.0ｍ           有効容量:5,000 ㎥ ＰＣ造 

                                       総有効容

量:7,600 ㎥ 

松境配水場 

 １号池 径 12.0ｍ×有効深 6.7ｍ  有効容量:  757 ㎥ ＲＣ造 

 ２号池 径 15.8ｍ×有効深 6.7ｍ  有効容量:1,313 ㎥ ＰＣ造 

                        総有効容量:2,070 ㎥ 

 高架タンク（ドーナツ型） 

    外径 6.1ｍ×内径 3.0ｍ×有効深 3.0ｍ  有効容量:66 ㎥ ＰＣ造 

黒森配水場 

 １号池 径 22.5ｍ×有効深 6.0ｍ  有効容量:2,300 ㎥ ＰＣ造 

宮野浦配水場 

 １号池 径 19.0ｍ×有効深 6.0ｍ  有効容量:1,700 ㎥ ＰＣ造 

出羽台配水ポンプ場 （受水槽) 

  3.0ｍ×1.5ｍ×有効深 2.24ｍ×２槽  有効容量:20 ㎥ ＦＲＰ製 

 

配水ポンプ 

小牧浄水場（回転数制御） 

 φ300mm×64ｍ×9.2 ㎥／分×150ｋＷ×５台（内１台予備） 

出羽台配水ポンプ場（インバータ制御） 

 φ 65mm×40ｍ×0.6 ㎥／分×3.7ｋＷ×２台 

増圧ポンプ 

宮海配水増圧ポンプ場 

 φ125mm×41ｍ×1.3 ㎥／分×15ｋＷ×２台（内１台予備） 

緑ヶ丘増圧ポンプ場（インバータ制御） 

 φ80mm×20ｍ×0.4 ㎥／分×3.7ｋＷ×２台 

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

１：１方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小牧浄水場

中の口配水場

松境配水場

宮野浦配水場

黒森増圧ポンプ場 黒森配水場

宮海配水増圧ポンプ場

管網監視局（6か所）
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 ①－２ 酒田市上水道 新山受水場系 

給水能力 21,473 ㎥／日 

水  源 田沢川ダム 

送 
 

 
 

 

配 
 

 
 

 

水 
 

 
 

 

施 
 

 
 

 

設 

受水池 
新山受水池 

 径 40.8ｍ×有効深 5.0ｍ×２池 有効容量:13,000 ㎥ ＰＣ造 

流量調整弁 
仁助谷地流量制御場 

 プランジャーバルブ:φ400mm  

送水ポンプ 

八森送水ポンプ場 

 八森系 φ125mm×30ｍ×2.6 ㎥／分×22ｋＷ×２台（内１台予備） 

 山根系 φ125mm×44ｍ×2.0 ㎥／分×22ｋＷ×２台（内１台予備） 

山根送水ポンプ場 

 φ32mm×35ｍ×0.093 ㎥／分×2.2ｋＷ×２台（内１台予備） 

新出送水ポンプ場 

 φ40mm×70ｍ×0.042 ㎥／分×7.5ｋＷ×２台（内１台予備） 

矢流川送水ポンプ場 

 φ40mm×110ｍ×0.04 ㎥／分×5.5ｋＷ×２台（内１台予備） 

追塩設備 

新山受水場 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:２㎥×２基 

 薬品注入ポンプ（液中ポンプストローク制御） 

  注入量:2.88 ℓ／時×３台 

八森送水ポンプ場 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:１㎥×２基 

 八森系次亜塩注入ポンプ（液中ポンプインターバル制御） 

  注入量:0.9 ℓ／時×２台 

 山根系次亜塩注入ポンプ（液中ポンプインターバル制御） 

  注入量:0.9 ℓ／時×２台 

矢流川送水ポンプ場 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ）  容量:50 ℓ×１基 

 次亜塩注入ポンプ（電磁ポンプ制御式） 

  注入量:1.1 ℓ／時×２台（内１台予備） 

配水池 

八森配水場 

 15.0ｍ×21.8ｍ×有効深 3.0ｍ        有効容量:900 ㎥ ＲＣ造 

  8.0ｍ×14.0ｍ×有効深 3.0ｍ×２池  有効容量:672 ㎥  ＲＣ造 

                                 総有効容量:1,572 ㎥ 

山根低区配水池 

  4.0ｍ×19.0ｍ×有効深 3.0ｍ×２池 有効容量:456 ㎥ ＲＣ造 

山根高区配水池 

  3.0ｍ× 5.7ｍ×有効深 2.5ｍ×２池 有効容量: 85 ㎥ ＲＣ造 

新出配水池 

  3.0ｍ× 5.0ｍ×有効深 2.5ｍ×２池 有効容量: 75 ㎥ ＲＣ造 

大平配水池 

 3.0ｍ×4.0ｍ×有効深 3.0ｍ×２池 有効容量:72 ㎥ ＲＣ造 
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増圧ポンプ 

大森山配水増圧ポンプ（インバータ制御） 

№１  φ40mm×75ｍ×190ℓ／分×3.7ｋＷ×２台（内１台予備） 

№２  φ40mm×75ｍ×190ℓ／分×3.7ｋＷ×２台（内１台予備） 

№３  φ40mm×75ｍ×190ℓ／分×3.7ｋＷ×２台（内１台予備） 

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

１：１方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小牧浄水場

新山受水場

仁助谷地流量制御場

八森送水ポンプ場

八森配水場

山根送水ポンプ場
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 ② 飛島簡易水道 

給水能力 315 ㎥／日 

水  源 ダム表流水 

貯 
 

水 
 

施 
 

設 

貯水池 

１号貯水池  有効容量:    240 ㎥ 

四谷貯水池  有効容量: 17,000 ㎥ 

船見沢砂防ダム  有効容量:  3,200 ㎥ 

高森沢砂防ダム  有効容量:  2,100 ㎥ 

剣ヶ峰沢砂防ダム  有効容量:  6,000 ㎥ 

宮谷沢治山ダム  有効容量:  1,860 ㎥ 

中村沢砂防ダム  有効容量:  3,700 ㎥ 

白瀬沢砂防ダム  有効容量:  4,400 ㎥ 

船見沢第２砂防ダム 有効容量:  6,500 ㎥ 

  総有効容量: 45,000 ㎥ 

取
水
施
設 

取水ポンプ 

四谷取水ポンプ 

 φ40mm×40ｍ×0.13 ㎥／分×3.7ｋＷ×２台（内１台予備） 

導
水
施
設 

導水管 

ＤＩＰ（φ75～200mm）   240ｍ   

 ＶＰ （φ50～150mm） 3,472ｍ   

 ＰＰ  （φ40・50mm） 1,068ｍ   

計  4,780ｍ   

浄 
 

 

水 
 

 

施 
 

 

設 

着水井 1.5ｍ×1.5ｍ×有効深 2.0ｍ 容量:4.5 ㎥ ＲＣ造 

沈でん池 

１系沈でん池 

 横流式薬品沈でん池（傾斜板式) 処理水量:163 ㎥／日 ＲＣ造 

２系沈でん池 

 横流式薬品沈でん池（傾斜板式) 処理水量:169 ㎥／日 ＳＵＳ製 

ろ過装置 

圧力式急速ろ過機 φ1.3ｍ×２基 ＳＵＳ製 

 ろ過面積:1.3 ㎡  ろ過速度:120ｍ／日 

洗浄ポンプ井 

 1.9ｍ×2.5ｍ×有効深 2.4ｍ×２池 有効容量:22.8 ㎥ ＲＣ造 

高度浄水 

処理設備 

活性炭吸着機 

 φ1.2ｍ×高さ 3.8ｍ（直胴部)×２基（活性炭層厚 2.0ｍ) ＳＵＳ製 

  ろ過面積:1.13 ㎡  ろ過速度:139ｍ／日 

活性炭吸着ポンプ井 

 3.6ｍ×3.175ｍ×有効深 1.25ｍ 有効容量:14.3 ㎥ ＲＣ造 

洗浄ポンプ井 

 3.6ｍ×3.4ｍ×有効深 1.8ｍ 有効容量:22.0 ㎥ ＲＣ造  

浄水池 

  3.6ｍ×3.425ｍ×有効深 1.6ｍ 有効容量:19.7 ㎥ ＲＣ造 
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浄 
 

水 
 

施 
 

設 

薬品注入設備 

苛性ソーダ貯蔵槽   容量:１㎥×１基 

ＰＡＣ貯蔵槽     容量:１㎥×１基 

次亜塩貯蔵槽     容量:１㎥×１基 

苛性ソーダ注入ポンプ（電磁ポンプ制御式） 

 注入量:1.1 ℓ／時×２台（内１台予備） 

ＰＡＣ注入ポンプ（電磁ポンプ制御式）  

注入量:1.1 ℓ／時×３台（内１台予備） 

次亜塩注入ポンプ（電磁ポンプ制御式） 

 前中次亜塩 注入量:1.1 ℓ／時×３台（内１台予備） 

 後次亜塩  注入量:1.1 ℓ／時×２台（内１台予備） 

送 

水 

施 

設 

ポンプ井 
勝浦送水ポンプ井 

 2.3ｍ×3.5ｍ×有効深 0.7ｍ 有効容量:5.6 ㎥ ＲＣ造 

送水ポンプ 

勝浦送水ポンプ 

 φ50mm×40ｍ×0.30 ㎥／分×5.5ｋＷ×２台（内１台予備）  

法木中継ポンプ 

 φ40mm×40ｍ×0.07 ㎥／分×2.2ｋＷ×２台（内１台予備） 

配 

水 

施 

設 

配水池 

勝浦配水池 

 3.0ｍ×6.7ｍ×有効深 2.6ｍ 有効容量:52.2 ㎥ ＲＣ造 

 4.0ｍ×8.0ｍ×有効深 2.7ｍ 有効容量:86.4 ㎥ ＦＲＰ製  

                      総有効容量:138.6 ㎥  

法木配水池 

 2.0ｍ×4.0ｍ×有効深 2.1ｍ 有効容量:16.8 ㎥ ＳＵＳ製  

                      総有効容量: 16.8 ㎥

  

        

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

1:1 方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小牧浄水場
勝浦浄水場

（勝浦配水池）

四谷取水ポンプ室

法木中継ポンプ場

法木電気室
（法木配水池）
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 ③ 松山地区上水道 

給水能力 2,789 ㎥／日 

水  源 田沢川ダム 

送 
 

配 
 

水 
 

施 
 

設 

受水池 
松山配水場 

 径 27.9ｍ×有効深 3.0ｍ 有効容量:1,780 ㎥ ＰＣ造 

追塩設備 

松山配水場 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:200 ℓ×２槽 

 次亜塩注入ポンプ（液中バルブレスポンプ） 

 注入量:0.12～1.20 ℓ／時×２台（内１台予備） 

送水ポンプ 

眺海の森ポンプピット室 

 φ40mm×179ｍ×0.15 ㎥／分×11ｋＷ×２台（内１台予備）  

高区第１配水池 

 φ40mm×100ｍ×0.12 ㎥／分×5.5ｋＷ×２台（内１台予備）  

辰ヶ湯送水ポンプ 

 φ40mm×45ｍ×0.02 ㎥／分×2.2ｋＷ×２台（内１台予備） 

配水池 

高区第１配水池 

 1.5ｍ×3.0ｍ×有効深 2.22ｍ×２池 有効容量:20.0 ㎥ ＲＣ造 

高区第２配水池 

 1.5ｍ×3.0ｍ×有効深 2.22ｍ×２池 有効容量:20.0 ㎥ ＲＣ造 

増圧ポンプ 
和光園増圧ポンプ 

 φ40mm×32ｍ×0.29 ㎥／分×1.5ｋＷ×２台 

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小牧浄水場
松山
配水場

末端監視設備

眺海の森
ポンプピット

室
高区第１
配水池

高区第２
配水池
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 ④ 柏谷沢地区小規模水道 

給水能力 21 ㎥／日 

水  源 地下水（柏谷沢水源：深井戸） 

取
水
施
設 

取水ポンプ 

柏谷沢水源地 

 取水地点 柏谷沢字水上沢 31-5 番地 

 φ25mm×19ｍ×0.02 ㎥／分×0.37ｋＷ×１台  

導水管 ＳＧＰ－ＶＢ φ25mm 16.0ｍ   

浄 
 

水 
 

施 
 

設 

膜処理設備 

膜ろ過方式 

 内圧型クロスフロー限外ろ過 

接触槽 

 φ1.065ｍ×高さ 1.225ｍ 容量:1.0 ㎥ 

循環水槽 

 φ0.655ｍ×高さ 0.755ｍ 容量:200 ℓ 

ろ過膜モジュール（ＵＦ膜） ３本 

 φ5 ｲﾝﾁ×長さ 1.0ｍ  36.9 ㎡  ろ過流速:0.62ｍ／日  

安全モジュール（ＭＦ膜） １本 

 φ5 ｲﾝﾁ×長さ 1.0ｍ  36.9 ㎡ 

薬品注入設備 

薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:100 ℓ×１基 

次亜塩注入ポンプ（電磁ポンプ制御式） 

 注入量:0.04～1.10 ℓ／時×２台 

配
水
施
設 

配水池 
2.5ｍ×5.1ｍ×有効深 2.0ｍ×２池 有効容量:51.0 ㎥ ＲＣ造 

配水ポンプ 
φ50mm×58.5ｍ×0.31 ㎥／分×5.5ｋＷ×２台（内１台予備） 

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

小牧浄水場 松山配水場 柏谷沢水源地
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 ⑤ 平田地区上水道 

給水能力 2,178 ㎥／日 

水  源 地下水（大畑水源：湧水）、田沢川ダム 

取
水
施
設 

取水枡 

大畑水源地 

   1.0ｍ×1.0ｍ×深さ 1.8ｍ 

導
水
施
設 

導水管 

大畑水源地 

 ＤＩＰ φ150 ㎜   1,038.9ｍ 

浄 

水 

施 

設 

混和池 
大畑送水ポンプ場 

  3.2ｍ×3.3ｍ×深さ 2.0ｍ 容量:21 ㎥ ＲＣ造 

消毒設備 

大畑送水ポンプ場 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:50 ℓ×１基 

 次亜塩注入ポンプ（液中ピストンポンプ） 

  注入量:0.25～7.5 mℓ／分×１台 

送 

配 

水 

施 

設 

受水池 

平田第１受水池 

 φ17.1ｍ×有効深 3.0ｍ 有効容量:630 ㎥ ＰＣ造 

平田第２受水池 

 9.0ｍ×10.0ｍ×有効深 3.5ｍ×2池 有効容量:630 ㎥ ＳＵＳ製 

（楢橋配水池) 

 10.1ｍ×13.5ｍ×有効深 3.45ｍ×２池 有効容量:940 ㎥ ＲＣ造 

追塩設備 

田沢高区送水ポンプ場 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:50 ℓ×１基 

 次亜塩注入ポンプ（液中ピストンポンプ） 

  注入量:0.25～7.5 mℓ／分×１台 

ポンプ井 
田沢高区送水ポンプ場 

 3.0ｍ×3.0ｍ×深さ 2.0ｍ 容量:18 ㎥ 

送水ポンプ場 

大畑送水ポンプ場 

 φ80mm×55ｍ×0.50 ㎥／分×11ｋＷ×２台（内１台予備） 

丸山加圧ポンプ場 

 φ80mm×65ｍ×0.28 ㎥／分×11ｋＷ×２台（内１台予備） 

田沢高区送水ポンプ場 

 φ40mm×79ｍ×0.20 ㎥／分×5.5ｋＷ×２台 

配水池 

大畑配水池 

 6.0ｍ×8.25ｍ×有効深 2.8ｍ 有効容量:138 ㎥ ＲＣ造 

海ヶ沢調整池 

 4.8ｍ×4.8ｍ×有効深 2.6ｍ 有効容量:60.0 ㎥ ＲＣ造 

田沢高区配水池 

 5.9ｍ×5.9ｍ×有効深 3.0ｍ×２池 有効容量:208 ㎥ ＲＣ造 
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送
配
水
施
設 

増圧ポンプ 

楯山加圧ポンプ場 

 φ50mm×25ｍ×0.167 ㎥／分×1.5ｋＷ×２台（内１台予備） 

小林増圧ポンプ場（直結給水ブースターポンプ） 

 φ40mm×37ｍ×0.17 ㎥／分×1.5ｋＷ×２台（内１台予備） 

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

 

 

  

小牧浄水場

平田第１受水池

丸山加圧ポンプ場 海ヶ沢調整池

田沢高区送水ポンプ場 田沢高区配水池

飛鳥ポンプ場
平田第２受水池
（楢橋受水池）

大畑送水ポンプ場 大畑配水池

小林増圧ポンプ場
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 ⑥ 八幡簡易水道 

給水能力 430 ㎥／日 

水  源 伏流水（升田水源） 

取
水
施
設 

取水井 
井筒式φ3.0m × 8.5m 

取水及び送水 

ポンプ 

取水地点 升田字谷地返シ 2-2 

 φ50mm×72ｍ×0.30 ㎥／分×7.5ｋＷ×2 台（内１台予備）  

浄
水
施
設 

薬品注入設備 

升田紫外線処理施設滅菌室 

 薬品タンク（次亜塩素酸ソーダ） 容量:50 ℓ×１基 

 次亜塩注入ポンプ（液中ピストンポンプ） 

   注入量:0.1～12 mℓ／分×１台 

紫外線照射装置 

升田紫外線照射装置室 

内照式管路密閉型ヨコ流方式 

処理能力 430 ㎥／日×２台（うち１台予備） 

照射量  10ｍJ／ｃ㎡以上 

配
水
施
設 

配水池 

日向配水池 

 6.0ｍ×6.0ｍ×有効深 2.95ｍ×２池 有効容量:212 ㎥ ＲＣ造 

大沢高区配水池 

 4.8ｍ×4.8ｍ×有効深 3.1ｍ×２池 有効容量:142 ㎥ ＲＣ造 

大沢低区配水池 

 4.4ｍ×4.4ｍ×有効深 2.8ｍ×２池 有効容量:108 ㎥ ＲＣ造 

減圧槽 

日向減圧井 

 2.8ｍ×2.8ｍ×有効深 2.5ｍ×1 池 有効容量:19 ㎥ ＲＣ造 

大沢減圧槽 

 2.8ｍ×2.8ｍ×有効深 2.55ｍ×1 池 有効容量:20 ㎥ ＲＣ造 

遠
方
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム 

遠方監視装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

紫外線処理施設
（升田水源）

小牧浄水場
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（２）配水管類口径別布設状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①酒田地区 （単位：ｍ）

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

50以下 2,116 2,116 2,116
75 916 916 916
100 407 407 407
150 1,332 1,332 1,332
200 1,477 9 1,477 9 1,477 9
250

600以上 232 232 232
1,709 4,780 1,709 4,780 1,709 4,780

（単位：ｍ）

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

50以下 1,516 1,516 1,516
75 2,171 1,536 2,171 1,536 2,171 1,536
150
200 1,423 1,404 1,404
250 6,333 6,139 6,139
300 11,060 10,994 10,994
350 9,423 9,423 9,423
400 5,391 5,216 5,216
450 56 56 56
500 3 3 3
600 2,127 2,127 2,127

700以上 3,353 3,353 3,353
41,340 3,052 40,886 3,052 40,886 3,052

（単位：ｍ）

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

酒田地区
上水道

飛 島
簡易水道

50以下 64,071 614 63,847 1,458 63,771 1,458
75 259,735 844 259,737 133 260,150 133
100 219,651 133 219,691 1,787 220,356 1,787
125 1,787 0 0
150 114,150 114,340 114,626
200 56,329 56,676 58,229
250 23,733 23,731 23,338
300 16,123 15,380 14,660
350 4,677 4,677 4,682
400 12,031 12,326 12,744
450 3,660 3,645 3,645
500 2,953 2,953 2,950
600 708 708 708
700 6,107 6,107 6,107
800 9,192 9,269 9,269

口径不明 0 0
793,120 3,378 793,087 3,378 795,235 3,378

H24

6,489

H24

43,938

H24

796,465

6,489

43,938

酒田地区計

送 水 管

送水管　計

導 水 管

管 分 類
口　径
（mm）

導水管　計

管 分 類
口　径
（mm）

配 水 管

酒田地区計

管 分 類
口　径
（mm）

配水管　計
酒田地区計 798,613

H25

H25

796,498

H25

H23

6,489

H23

44,392

H23
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（単位：ｍ） ②松山地区 （単位：ｍ）

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

50以下
75
100
150
200
250

600以上
0 0 0 0 0 0

（単位：ｍ） （単位：ｍ）

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

50以下
75
150
200
250
300
350
400
450
500
600

700以上
0 0 0 0 0 0

（単位：ｍ） （単位：ｍ）

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

松山地区
上水道

柏谷沢
小規模水道

50以下 6,278 619 6,278 619 6,278 619
75 14,963 414 14,963 414 14,963 414
100 14,706 535 14,706 535 14,706 535
125 155 155 155
150 5,104 5,104 5,104
200 9,240 9,240 9,240
250 6,312 6,312 6,312
300
350
400 742 742 742
450
500
600
700
800

口径不明
57,500 1,568 57,500 1,568 57,500 1,568

59,068

導水管　計
松山地区計

管 分 類
口　径
（mm）

管 分 類
口　径
（mm）

導 水 管

松山地区計

送 水 管

送水管　計
松山地区計

管 分 類
口　径
（mm）

配 水 管

配水管　計

H24

0

H24

H25

H25

H25

59,068

00

H24

59,068

0

H23

H23

0

H23

0
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③平田地区 （単位：ｍ）

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

50以下
75
100 1 1 1
150 1,038 1,038 1,038
200
250

600以上
1,039 0 1,039 0 1,039 0

（単位：ｍ）

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

50以下
75 783 783 783
150 73 73 73
200 26 26 26
250
300 28 28 28
350
400
450
500
600

700以上
910 0 910 0 910 0

（単位：ｍ）

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

平田地区
上水道

小 林
簡易水道

50以下 15,494 613 15,494 613 15,494 613
75 15,613 2,649 15,613 2,644 15,613 2,644
100 22,708 22,708 22,708
125 167 167 159
150 30,437 30,437 30,402
200 3,335 3,335 3,335
250 1,939 1,939 1,939
300 37 37 37
350
400
450
500
600
700
800

口径不明 272 272 272
90,002 3,262 90,002 3,257 89,959 3,257

93,25993,264

1,039

H23

910

H23 H25

1,039

H25

910

93,216

H25H23

910

配 水 管

送 水 管

送水管　計
平田地区計

管 分 類
口　径
（mm）

配水管　計
平田地区計

管 分 類
口　径
（mm）

導 水 管

導水管　計
平田地区計

管 分 類
口　径
（mm）

H24

H24

H24

1,039
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④八幡簡易水道地区 （単位：ｍ）
H23 H24 H25

八幡簡易
水　　道

八幡簡易
水　　道

八幡簡易
水　　道

50以下
75 21
100
150
200
250

600以上

0 0 21

（単位：ｍ）
H23 H24 H25

八幡簡易
水　　道

八幡簡易
水　　道

八幡簡易
水　　道

50以下
75 1,566 1,566 1,603
150 2,179 2,179 2,178
200
250
300
350
400
450
500
600

700以上

3,745 3,745 3,781

（単位：ｍ）
H23 H24 H25

八幡簡易
水　　道

八幡簡易
水　　道

八幡簡易
水　　道

50以下 5,533 5,533 5,533
75 4,402 4,402 4,402
100 9,782 9,782 9,771
125 210 210 210
150 18,743 18,743 18,743
200
250
300
350
400
450
500
600
700
800

口径不明

38,670 38,670 38,659

送 水 管

口　径
（mm）

八幡簡易水道地区計

管 分 類
口　径
（mm）

管 分 類
口　径
（mm）

管 分 類

八幡簡易水道地区計

八幡簡易水道地区計

配 水 管

導 水 管
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３ 業 務 

（１）主要指標 

 

年 度 

項 目 
H23 H24 H25 前年度対比 

行政区域内人口 （人） 111,245  110,039  108,705  △1.2％ 

行政区域内世帯数 （世帯） 41,513  41,724  41,792  0.2％ 

計画給水区域内人口 

A 
（人） 111,276  110,042  108,714  △1.2％ 

計画給水区域内世帯

数 
（世帯） 41,522  41,721  41,791  0.2％ 

給水人口 B （人） 110,823  109,607  108,295  △1.2％ 

給水世帯数 （戸） 41,267  41,473  41,556  0.2％ 

普及率 B/A （％） 99.59  99.60  99.61  0.01 ﾎﾟｲﾝﾄ 

年間配水量 （㎥） 13,672,126  13,695,484  13,217,319  △3.5％ 

１日最大給水量 （㎥） 43,878  43,545  41,748  △4.1％ 

有収率 （％） 90.36  90.91  91.30  0.39 ﾎﾟｲﾝﾄ 

全体負荷率 （％） 85.14  86.17  86.74  0.57 ﾎﾟｲﾝﾄ 

１日平均給水量 （㎥） 37,356  37,522  36,212  △3.5％ 

１人１日最大給水量 （ℓ） 396  397  386  △2.8％ 

１人１日平均給水量 （ℓ） 337  342  334  △2.3％ 

年間有収水量 （㎥） 12,354,479  12,450,687  12,067,399  △3.1％ 

年間無収無効水量 （㎥） 1,317,647  1,244,797  1,149,920  △7.6％ 

導送配水管総延長 （ｍ） 1,044,075  1,043,583  1,045,734  0.2％ 

総収入（収益的) （円） 3,262,185,186  3,221,218,434  2,993,470,829  △7.1％ 

給水収益 （円） 2,688,332,916  2,714,216,866  2,633,059,017  △3.0％ 

総費用（収益的) （円） 3,138,552,569  3,073,000,480  2,801,541,313  △8.8％ 

供給単価 （円/㎥) 217 円 60 銭 218 円 00 銭 218 円 20 銭 20 銭 

給水原価 （円/㎥) 235 円 30 銭 232 円 49 銭 226 円 56 銭 △5 円 93 銭 

給水栓数 （栓） 46,289  46,079  46,145  0.1％ 
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（２）給水普及状況 

 
 
 
 

  

（各年度末）

人　口 世帯数 人　口 世帯数 栓　数 人　口 世帯数 人　口 世帯数

(人) (世帯) (人) (世帯) (栓) (人) (世帯) (％) (％)

全 体 111,245 41,513 111,276 41,522 46,289 110,823 41,267 99.59 99.39

酒 田 市
上 水 道

109,293 40,869 109,293 40,869 45,587 108,843 40,616 99.59 99.38

酒 田 地 区 97,818 37,143 97,818 37,143 41,737 97,392 36,900 99.56 99.35

松 山 地 区 4,839 1,590 4,839 1,590 1,574 4,825 1,582 99.71 99.50

平 田 地 区 6,636 2,136 6,636 2,136 2,276 6,626 2,134 99.85 99.91

飛 島
簡 易 水 道

249 135 249 135 164 249 135 100.00 100.00

八 幡
簡 易 水 道

1,687 504 1,687 504 521 1,684 502 99.82 99.60

柏 谷 沢
小 規 模 水 道 16 5 47 14 17 47 14 100.00 100.00

全 体 110,039 41,724 110,068 41,733 46,079 109,607 41,473 99.58 99.38

酒 田 市
上 水 道

108,173 41,094 108,173 41,094 45,386 107,715 40,836 99.58 99.37

酒 田 地 区 96,887 37,383 96,887 37,383 41,539 96,452 37,135 99.55 99.34

松 山 地 区 4,738 1,584 4,738 1,584 1,565 4,725 1,576 99.73 99.49

平 田 地 区 6,548 2,127 6,548 2,127 2,282 6,538 2,125 99.85 99.91

飛 島
簡 易 水 道

234 127 234 127 162 234 127 100.00 100.00

八 幡
簡 易 水 道

1,616 497 1,616 497 514 1,613 495 99.81 99.60

柏 谷 沢
小 規 模 水 道 16 6 45 15 17 45 15 100.00 100.00

全 体 108,705 41,792 108,714 41,791 46,145 108,295 41,556 99.61 99.44

酒 田 市
上 水 道

106,895 41,165 106,895 41,165 45,459 106,479 40,932 99.61 99.43

酒 田 地 区 95,828 37,445 95,828 37,445 41,599 95,427 37,220 99.58 99.40

松 山 地 区 4,642 1,584 4,642 1,584 1,561 4,632 1,578 99.78 99.62

平 田 地 区 6,425 2,136 6,425 2,136 2,299 6,420 2,134 99.92 99.91

飛 島
簡 易 水 道

226 127 226 127 167 226 127 100.00 100.00

八 幡
簡 易 水 道

1,568 494 1,549 484 502 1,546 482 99.81 99.59

柏 谷 沢

小 規 模 水 道 16 6 44 15 17 44 15 100.00 100.00

内

訳

H23

内

訳

※柏谷沢小規模水道の「計画給水区域内人口･世帯」及び「給水人口･世帯」には、最上郡戸沢村柏沢地区を含む。

内
訳

H25

行政区域内
計画給水区域内

(A)
給　水　状　況

(B)
普　及　率

(B/A)

H24
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（３）配水量及び有収水量 

 

 

 

 

 

 

  

（各年度末）

(㎥) （㎥） (％) (㎥/日) (ℓ/日)

全 体 13,672,126 12,354,479 90.36 37,356 337

酒 田 市
上 水 道

13,525,021 12,226,727 90.40 36,954 340

酒 田 地 区 11,981,890 11,012,710 91.91 32,737 336

松 山 地 区 608,327 489,789 80.51 1,662 344

平 田 地 区 934,804 724,228 77.47 2,554 385

飛 島
簡 易 水 道

28,602 20,656 72.22 78 314

八 幡
簡 易 水 道

114,318 104,342 91.27 312 185

柏 谷 沢
小 規 模 水 道

4,185 2,754 65.81 11 243

全 体 13,695,484 12,450,687 90.91 37,522 342

酒 田 市
上 水 道

13,526,632 12,322,031 91.09 37,059 344

酒 田 地 区 12,033,479 11,102,007 92.26 32,968 342

松 山 地 区 601,273 495,803 82.46 1,647 349

平 田 地 区 891,880 724,221 81.20 2,444 374

飛 島
簡 易 水 道

30,415 22,066 72.55 83 356

八 幡
簡 易 水 道

134,726 103,841 77.08 369 229

柏 谷 沢
小 規 模 水 道

3,711 2,749 74.08 10 226

全 体 13,217,319 12,067,399 91.30 36,212 334

酒 田 市
上 水 道

13,067,290 11,944,256 91.41 35,801 336

酒 田 地 区 11,609,172 10,748,750 92.59 31,806 333

松 山 地 区 581,827 485,215 83.40 1,594 344

平 田 地 区 876,291 710,291 81.06 2,401 374

飛 島
簡 易 水 道

28,192 22,680 80.45 77 342

八 幡
簡 易 水 道

118,589 97,836 82.50 325 210

柏 谷 沢
小 規 模 水 道

3,248 2,627 80.88 9 202

H25

内
訳

H23

内
訳

内
訳

1日平均
給水量

1人1日
平均

給水量
年間配水量 年間有収水量 有　収　率

H24
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（４）１日最大・最小給水量 

 

 

 

 

  

給水量 計測月日 給水量 計測月日

43,878 ㎥ 8月9日 33,778 ㎥ 5月8日

酒 田 市 上 水 道 43,765 ㎥ 8月9日 33,469 ㎥ 5月8日

酒 田 地 区 38,996 ㎥ 8月9日 29,591 ㎥ 5月8日

松 山 地 区 1,990 ㎥ 8月15日 1,471 ㎥ 6月26日

平 田 地 区上 水道 2,944 ㎥ 2月9日 2,201 ㎥ 12月4日

飛 島 簡 易 水 道 196 ㎥ 8月14日 39 ㎥ 12月24日

八 幡 簡 易 水 道 468 ㎥ 2月12日 182 ㎥ 7月19日

柏谷沢小規模水道 36 ㎥ 3月10日 7 ㎥ 5月24日

43,545 ㎥ 8月27日 32,519 ㎥ 12月9日

酒 田 市 上 水 道 43,021 ㎥ 8月27日 32,095 ㎥ 12月9日

酒 田 地 区 38,468 ㎥ 8月27日 28,386 ㎥ 12月9日

松 山 地 区 1,889 ㎥ 7月30日 1,441 ㎥ 3月31日

平 田 地 区上 水道 2,850 ㎥ 7月30日 962 ㎥ 10月28日

飛 島 簡 易 水 道 168 ㎥ 8月13日 49 ㎥ 4月7日

八 幡 簡 易 水 道 481 ㎥ 12月27日 225 ㎥ 11月13日

柏谷沢小規模水道 15 ㎥ 8月3日 7 ㎥ 9月24日

41,748 ㎥ 8月16日 32,331 ㎥ 1月1日

酒 田 市 上 水 道 36,734 ㎥ 8月16日 31,912 ㎥ 1月1日

酒 田 地 区 36,590 ㎥ 8月16日 28,151 ㎥ 1月1日

松 山 地 区 1,948 ㎥ 8月15日 1,413 ㎥ 11月10日

平 田 地 区上 水道 2,808 ㎥ 8月16日 2,133 ㎥ 4月28日

飛 島 簡 易 水 道 154 ㎥ 8月14日 50 ㎥ 12月12日

八 幡 簡 易 水 道 435 ㎥ 11月20日 275 ㎥ 4月19日

柏谷沢小規模水道 21 ㎥ 6月5日 9 ㎥ 4月15日

　※H24平田地区上水道の最小給水量は一斉ドレン作業の影響によるもの。

H24

全　　　体

H23

全　　　体

１日最大給水量 １日最小給水量
区　分

H25

全　　　体

内
訳

内
訳

内
訳
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（５）給水装置工事受付状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）給水栓数 

 

 

 

 

 

 

 

  

(　新　設　工　事　） （単位 ： 件）

口径

年度

92 82 2 3 2 3 0 0 0 184

109 90 3 0 2 1 0 0 0 205

171 121 2 3 2 2 0 0 0 301

(　改　造　工　事　） （単位 ： 件）

口径

年度

442 281 40 2 18 13 16 1 0 813

335 284 39 4 24 14 5 0 0 705

351 315 32 1 37 15 4 0 0 755

(　撤　去　工　事　） （単位 ： 件）

口径

年度

54 17 5 0 2 0 0 0 0 78

105 2 1 0 0 2 0 0 0 110

72 6 4 0 0 1 0 0 0 83H25

H23

H24

合　計

H24

H25

13 mm 20 mm 25 mm 30 mm 40 mm 50 mm 75 mm 100 mm 150 mm

合　計

H23

50 mm 75 mm 100 mm 150 mm40 mm

H25

13 mm 20 mm 25 mm 30 mm

H24

75 mm 100 mm 150 mm 合　計

H23

13 mm 20 mm 25 mm 30 mm 40 mm 50 mm

（単位 ： 件）

口径

年度

33,794 11,004 820 17 398 141 36 7 72 46,289

33,382 11,172 822 22 405 142 36 7 91 46,079

33,203 11,428 820 24 405 143 34 7 81 46,145

その他 合　計13 mm 20 mm 25 mm 30 mm 40 mm 75 mm 100 mm50 mm

H24

H23

H25
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（７）徴収に関する状況 

 

 ①口座加入状況 

  

 

 

 ②口座振替状況 

  

 

 

 ③督促状等発行状況 

   

比 率 比 率

H23 558,971 件 481,157 件 86.08％ 77,814 件 13.92％

H24 558,404 件 477,096 件 85.44％ 81,308 件 14.56％

H25 558,451 件 476,944 件 85.40％ 81,507 件 14.60％

件 数
調定件数

口座加入件数 自主納付

件 数

比 率 比 率

H23 481,157 件 464,257 件 96.49％ 16,900 件 3.51％

H24 477,096 件 460,870 件 96.60％ 16,226 件 3.40％

H25 476,944 件 458,120 件 96.05％ 18,824 件 3.95％

口座加入件数
振替件数 振替不能件数

件 数 件 数

比 率 比 率

H23 558,971 件 34,005 件 6.08％ 15,762 件 2.82％

H24 558,404 件 32,811 件 5.88％ 15,325 件 2.74％

H25 558,451 件 31,868 件 5.71％ 14,333 件 2.57％

調定件数
督促状発行件数 給水停止予告書発行件数

件 数 件 数
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４ 動力・薬品 

（１）動 力 

電力使用量及び電気料金（税込） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※　鳥海浄水場・芹田水源は、平成24年9月に廃止

346,274 5,373,774 155,430

24,635

H23 51,490

323,429

H24 2,398,527

436,796 3,400,294

H24 44,113 914,230 1,795 187,423

7,432,200H24 59,690 951,117

536,796 17,98337,946,036

H24 14,126 219,152 18,393 355,766 15,755

区分

3,294,471

H23 42,863 873,190 2,011 188,583

6,935,808 357,308 5,288,223 155,849844,607 419,097

56,483 903,387

H23 13,802 206,050 16,474 321,071 15,799 313,318

2,381,940 36,821,364 55,609 1,208,744

区分 取　水　・　浄　水　施　設　（酒田地区上水道）

小牧浄水場 鳥海浄水場

342,391

芹田水源

（円） （kwh） （円）

電力使用量 電気料金電気料金 電力使用量 電気料金 電力使用量

年度 （kwh） （円） （kwh）

送　水　施　設　（酒田地区上水道）

H23

山根送水ポンプ場 新出送水ポンプ場 矢流川送水ポンプ場

電力使用量 電気料金 電力使用量 電気料金

年度 （kwh） （円） （kwh）

電力使用量 電気料金

（円） （kwh） （円）

電力使用量 電気料金

区分 送　水　・　配　水　施　設　（酒田地区上水道）

八森送水ポンプ場 中の口配水場 黒森増圧ポンプ場 その他配水・ポンプ場

電力使用量 電気料金

年度 （kwh） （円） （kwh）

電力使用量 電気料金 電力使用量 電気料金

（円）（円） （kwh） （円） （kwh）

区分

勝浦浄水場 その他配水・ポンプ場

取水・浄水・送水・配水施設（飛島簡易水道）

電力使用量 電気料金 電力使用量 電気料金

（円）年度 （kwh） （円） （kwh）

H25

升田水源地

電力使用量 電気料金

（kwh） （円）

100,991 1,545,103

－

H23

89,341 1,469,494

取送水・浄水（八幡簡易水道）区分

年度

H24

249,173 20,395 425,933 13,093

2,319,160 37,861,991 － － －

315,800

H25 60,526 1,008,578 391,431 7,161,056 341,519 6,031,745

H25 14,204

151,746 3,663,712

H25 44,770 1,010,078 2,030 194,934 H25 70,062 1,344,147
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※ 大畑送水ポンプ場は、平成25年7月に休止

※ 小林増圧ポンプ場は、平成24年3月に設置

484,921

H24 11,055 194,063 4,689 86,787 475 19,111

529,340 9,377155,174 14,626

電力使用量

H24 4,657

H24 7,315 271,116 16,892

297,459

H24 587 48,845 8,896 166,930 16,389 521,309

送　水　･　配　水　施　設　（松山地区上水道）

取　水　・　送　水　・　配　水　施　設　（平田地区上水道）

取　水　・　送　水　・　配　水　施　設　（平田地区上水道）

（円） （kwh） （円）年度 （kwh） （円） （kwh）

電力使用量 電気料金電力使用量 電気料金 電力使用量 電気料金

その他配水・ポンプ場

279,844 24,301

区分

楯山加圧ポンプ場 小林増圧ポンプ場

279,927 14,194 238,049

大畑送水ポンプ場 丸山加圧ポンプ場 田沢高区送水ポンプ場

年度 （kwh） （円） （kwh） （円） （kwh） （円）

電気料金電力使用量 電気料金 電力使用量 電気料金

区分

電気料金電力使用量 電気料金 電力使用量 電気料金

（円） （kwh） （円）（円）

区分

辰ヶ湯温泉ポンプ 和光園加圧ポンプ 柏谷沢水源地

取水・浄水・配水施設
（柏谷沢小規模水道）

送　水　･　配　水　施　設　（松山地区上水道）

（円） （kwh） （円）

電気料金

年度 （kwh） （円） （kwh）

高区第１配水池

区分

松山配水場 眺海の森ポンプピット室

電力使用量 電気料金電力使用量 電気料金 電力使用量

422,535

H25 624

18,762 536,931

H23 3,926 133,822 16,338 538,682 300,614

H23 678 49,174 9,674 170,531

10,229

年度 （kwh）

電力使用量

577,932 9,079 312,363

H23 11,449 191,434 345 6,447 764

20,494H23 8,662

H25 3,171 136,692 15,817

（kwh）

50,716 8,685 182,304 17,410 573,786

H25 3,956 235,183 20,009 364,132 25,532 554,823

H25 10,999 216,418 4,825 98,687 801 25,162

22,525
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（２）薬 品 

 薬品使用状況 

   

区分 升田水源

次亜塩素

酸ソーダ
ＰＡＣ 苛性ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ
ＰＡＣ

次亜塩素

酸ソーダ

㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

152,040 314,390 50,179 5,168 769 591

単価 25 35 37 60 62 78

155,400 325,870 46,050 1,974 267 502

単価 25 35 37 60 62 78

133,920 308,260 53,733 － － 535

単価 25 35 37 － － 78

(単価：円/kg  税抜)

※　鳥海浄水場は、平成24年9月に廃止

区分 中の口配水場
黒森増圧
ポンプ場

新山受水場
八森送水
ポンプ場

次亜塩素

酸ソーダ
ＰＡＣ

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

1,060 2,400 1,428 1,081 2,695 339

単価 237 88 60 60 60 60

1,480 3,000 1,697 1,059 2,535 350

単価 237 88 60 60 60 78

1,300 2,900 1,696 694 2,590 127

単価 237 88 60 60 60 78

(単価：円/kg  税抜)

区分 松山配水場 柏谷沢水源地
田沢高区送
水ポンプ場

大畑送水
ポンプ場

小林配水池

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

次亜塩素

酸ソーダ

㎏ ㎏ ㎏ ㎏ ㎏

177 49 11 504 70

単価 78 78 78 78 78

251 40 37 462 －

単価 78 78 78 78 －

194 48 22 148 －

単価 78 78 78 78 －

(単価：円/kg  税抜)

※ 小林配水池は、平成24年3月に廃止、　大畑送水ポンプ場は、平成25年7月に休止

H25

H23

H24

年度

小牧浄水場 鳥海浄水場

H24

年度

勝浦浄水場

H23

H23

H24

H25

H25

年度
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５ 水 質 

水質基準に関する厚生省令に基づく基準 50 項目（平成 26 年度から 51 項目へ） 

 

 

 

  

検査地点 小牧浄水場浄水 勝浦浄水場浄水
鳥海浄水場浄

水
測 定 回 数

水 質 基 準 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

気　　温 (℃) 1.0         32.0        15.0        4.0 31.0 18.1

水　　温                (℃) 3.1 23.5        12.8        6.0 23.5 15.0

1 一般細菌 (個/mℓ) 100個/mℓ以下 0 0 0 0 0 0

2 大 腸 菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

3 カドミウム及びその化合物 (mg/ℓ) 0.003mg/ℓ以下 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003

4 水銀及びその化合物        (mg/ℓ) 0.0005mg/ℓ以下 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005

5 セレン及びその化合物 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

6 鉛及びその化合物 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

7 ヒ素及びその化合物 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

8 六価クロム及びその化合物 (mg/ℓ) 0.05mg/ℓ以下 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005

9 シアン化物イオン及び塩化シアン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (mg/ℓ) 10mg/ℓ以下 0.3         0.8         0.5         0.5         1.6         0.9         

11 フッ素及びその化合物 (mg/ℓ) 0.8mg/ℓ以下 ‹ 0.08 ‹ 0.08 ‹ 0.08 ‹ 0.08 ‹ 0.08 ‹ 0.08

12 ホウ素及びその化合物 (mg/ℓ) 1.0mg/ℓ以下 ‹ 0.1 ‹ 0.1 ‹ 0.1 ‹ 0.1 ‹ 0.1 ‹ 0.1

13 四塩化炭素 (mg/ℓ) 0.002mg/ℓ以下 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002

14 １、４－ジオキサン (mg/ℓ) 0.05mg/ℓ以下 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005

15 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ℓ) 0.04mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

16 ジクロロメタン (mg/ℓ) 0.02mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

17 テトラクロロエチレン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

18 トリクロロエチレン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

19 ベンゼン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

20 塩素酸 (mg/ℓ) 0.6mg/ℓ以下 ‹ 0.06 0.13        0.03        ‹ 0.06 0.14        0.08        

21 クロロ酢酸 (mg/ℓ) 0.02mg/ℓ以下 < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002 < 0.002

22 クロロホルム (mg/ℓ) 0.06mg/ℓ以下 0.0025      0.0170      0.0078      < 0.0006 0.0029      0.0009      

23 ジクロロ酢酸 (mg/ℓ) 0.04mg/ℓ以下 0.004       0.007       0.006       < 0.002 < 0.002 < 0.002

24 ジブロモクロロメタン (mg/ℓ) 0.1mg/ℓ以下 0.001       0.002       0.001       ‹ 0.001 0.003       0.001       

25 臭 素 酸 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

26 総トリハロメタン (mg/ℓ) 0.1mg/ℓ以下 0.006       0.030       0.015       < 0.003 0.011       0.003       

27 トリクロロ酢酸 (mg/ℓ) 0.2mg/ℓ以下 0.002       0.005       0.004       < 0.002 < 0.002 < 0.002

28 ブロモジクロロメタン (mg/ℓ) 0.03mg/ℓ以下 0.0027      0.0078      0.0046      0.0007      0.0034      0.0015      

29 ブロモホルム (mg/ℓ) 0.09mg/ℓ以下 ‹ 0.0009 ‹ 0.0009 ‹ 0.0009 < 0.0009 0.0017      0.0004      

30 ホルムアルデヒド (mg/ℓ) 0.08mg/ℓ以下 ‹ 0.008 ‹ 0.008 ‹ 0.008 ‹ 0.008 ‹ 0.008 ‹ 0.008

31 亜鉛及びその化合物 (mg/ℓ) 1.0mg/ℓ以下 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01

32 アルミニウム及びその化合物 (mg/ℓ) 0.2mg/ℓ以下 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 0.01        ‹ 0.01

33 鉄及びその化合物 (mg/ℓ) 0.3mg/ℓ以下 ‹ 0.03 ‹ 0.03 ‹ 0.03 ‹ 0.03 0.04        0.03        

34 銅及びその化合物 (mg/ℓ) 1.0mg/ℓ以下 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01 ‹ 0.01

35 ナトリウム及びその化合物 (mg/ℓ) 200mg/ℓ以下 8.1         13.0        10.7        58.0        71.0        63.5        

36 マンガン及びその化合物 (mg/ℓ) 0.05mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001 0.003       0.001       

37 塩化物イオン (mg/ℓ) 200mg/ℓ以下 11.0        19.0        15.2        94.0        160.0       130.3       

38 カルシウム､マグネシウム等(硬度) (mg/ℓ) 300mg/ℓ以下 19          26          23          53          110         79          

39 蒸発残留物 (mg/ℓ) 500mg/ℓ以下 60          88          75          290         470         353         

40 陰イオン界面活性剤 (mg/ℓ) 0.2mg/ℓ以下 ‹ 0.02 ‹ 0.02 ‹ 0.02 ‹ 0.02 ‹ 0.02 ‹ 0.02

41 ジｪオスミン (mg/ℓ) 0.00001mg/ℓ以下 0.000001    0.000003    0.000002    ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001

42 ２－メチルイソボルネオール (mg/ℓ) 0.00001mg/ℓ以下 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001

43 非イオン界面活性剤 (mg/ℓ) 0.02mg/ℓ以下 ‹ 0.002 ‹ 0.002 ‹ 0.002 ‹ 0.002 ‹ 0.002 ‹ 0.002

44 フェノール類 (mg/ℓ) 0.005mg/ℓ以下 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005

45 有機物質(全有機炭素(ＴＯＣ)) (mg/ℓ) 3mg/ℓ以下 0.4         1.0         0.6         < 0.3 0.5         0.1         

46 Ｐ Ｈ 値  5.8以上8.6以下 7.0         7.4         7.2         6.6         7.4         6.9         

47    味  異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

48 臭　　気  異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

49 色　　度 (度) ５度以下 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5 < 0.5

50 濁　　度 (度) ２度以下 < 0.1 < 0.1 < 0.1 < 0.1 < 0.1 < 0.1

項　　　　　目 1～12回 1～12回
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検査地点 柏谷沢浄水

測定回数

水質基準 最小値 最大値 平均値

気　　温 (℃) 0.1 29.5 13.8

水　　温                (℃) 10.4 15.3 12.7

1 一般細菌 (個/mℓ) 100個/mℓ以下 0 0 0           

2 大 腸 菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

3 カドミウム及びその化合物 (mg/ℓ) 0.003mg/ℓ以下 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003 ‹ 0.0003

4 水銀及びその化合物        (mg/ℓ) 0.0005mg/ℓ以下 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005 ‹ 0.00005

5 セレン及びその化合物 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

6 鉛及びその化合物 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

7 ヒ素及びその化合物 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

8 六価クロム及びその化合物 (mg/ℓ) 0.05mg/ℓ以下 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005

9 シアン化物イオン及び塩化シアン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (mg/ℓ) 10mg/ℓ以下 0.8         0.9         0.9         

11 フッ素及びその化合物 (mg/ℓ) 0.8mg/ℓ以下 ‹ 0.08 ‹ 0.08 ‹ 0.08

12 ホウ素及びその化合物 (mg/ℓ) 1.0mg/ℓ以下 ‹ 0.1 ‹ 0.1 ‹ 0.1

13 四塩化炭素 (mg/ℓ) 0.002mg/ℓ以下 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002 ‹ 0.0002

14 １、４－ジオキサン (mg/ℓ) 0.05mg/ℓ以下 ‹ 0.005 ‹ 0.005 ‹ 0.005

15 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ (mg/ℓ) 0.04mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

16 ジクロロメタン (mg/ℓ) 0.02mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

17 テトラクロロエチレン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

18 トリクロロエチレン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

19 ベンゼン (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 ‹ 0.001 ‹ 0.001 ‹ 0.001

20 塩素酸 (mg/ℓ) 0.6mg/ℓ以下 0.07        0.17        0.11        

21 クロロ酢酸 (mg/ℓ) 0.02mg/ℓ以下 < 0.002 < 0.002 < 0.002

22 クロロホルム (mg/ℓ) 0.06mg/ℓ以下 < 0.0006 < 0.0006 < 0.0006

23 ジクロロ酢酸 (mg/ℓ) 0.04mg/ℓ以下 < 0.002 < 0.002 < 0.002

24 ジブロモクロロメタン (mg/ℓ) 0.1mg/ℓ以下 < 0.001 0.001       < 0.001

25 臭 素 酸 (mg/ℓ) 0.01mg/ℓ以下 < 0.001 < 0.001 < 0.001

26 総トリハロメタン (mg/ℓ) 0.1mg/ℓ以下 ‹ 0.003 ‹ 0.003 ‹ 0.003

27 トリクロロ酢酸 (mg/ℓ) 0.2mg/ℓ以下 ‹ 0.002 ‹ 0.002 < 0.002

28 ブロモジクロロメタン (mg/ℓ) 0.03mg/ℓ以下 ‹ 0.0003 0.0005      0.0003      

29 ブロモホルム (mg/ℓ) 0.09mg/ℓ以下 ‹ 0.0009 0.0009      0.0002      

30 ホルムアルデヒド (mg/ℓ) 0.08mg/ℓ以下 ‹ 0.008 ‹ 0.008 < 0.008

31 亜鉛及びその化合物 (mg/ℓ) 1.0mg/ℓ以下 < 0.01 < 0.01 < 0.01

32 アルミニウム及びその化合物 (mg/ℓ) 0.2mg/ℓ以下 < 0.01 < 0.01 < 0.01

33 鉄及びその化合物 (mg/ℓ) 0.3mg/ℓ以下 < 0.03 < 0.03 < 0.03

34 銅及びその化合物 (mg/ℓ) 1.0mg/ℓ以下 < 0.01 < 0.01 < 0.01

35 ナトリウム及びその化合物 (mg/ℓ) 200mg/ℓ以下 10.0        12.0        11.5        

36 マンガン及びその化合物 (mg/ℓ) 0.05mg/ℓ以下 < 0.001 < 0.001 < 0.001

37 塩化物イオン (mg/ℓ) 200mg/ℓ以下 13.0        15.0        14.3        

38 カルシウム､マグネシウム等(硬度) (mg/ℓ) 300mg/ℓ以下 38          44          42.0        

39 蒸発残留物 (mg/ℓ) 500mg/ℓ以下 100         120         113         

40 陰イオン界面活性剤 (mg/ℓ) 0.2mg/ℓ以下 ‹ 0.02 ‹ 0.02 ‹ 0.02

41 ジｪオスミン (mg/ℓ) 0.00001mg/ℓ以下 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001

42 ２－メチルイソボルネオール (mg/ℓ) 0.00001mg/ℓ以下 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001 ‹ 0.000001

43 非イオン界面活性剤 (mg/ℓ) 0.02mg/ℓ以下 ‹ 0.002 ‹ 0.002 ‹ 0.002

44 フェノール類 (mg/ℓ) 0.005mg/ℓ以下 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005 ‹ 0.0005

45 有機物質(全有機炭素(ＴＯＣ)) (mg/ℓ) 3mg/ℓ以下 < 0.3 < 0.3 ‹ 0.3

46 Ｐ Ｈ 値  5.8以上8.6以下 6.5         6.9         6.6         

47    味  異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし

48 臭　　気  異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし

49 色　　度 (度) ５度以下 < 0.5 < 0.5 < 0.5

50 濁　　度 (度) ２度以下 < 0.1 < 0.1 < 0.1

項　　　　　目 1～12回
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６ 広報広聴 

（１）水道モニター 

利用者の感想や提言などを継続的に把握し、事業運営に役立てることによって、サービスの

向上を図ること目的に、平成１３年度から実施している。 

（単位：人） 

 

 

 平成２５年度水道モニター活動状況 
 

第１回会議 平成２５年６月２８日（金） 

 場 所 水道施設管理センター 

 内 容 委嘱状交付、モニター活動の概要及び年間計画の説明 

水道事業の概要、酒田市水道事業の現状と課題について 

第２回会議 平成２５年７月２６日（金） 

 場 所 飛島簡易水道施設（勝浦浄水場、宮谷沢貯水池） 

 内 容 飛島簡易水道施設の見学 

第３回会議 平成２５年９月２５日（水） 

 場 所 上水道施設（田沢川ダム、平田浄水場、小牧浄水場） 

 内 容 上水道施設の見学 

浄水場の概要、きき水 

第４回会議 平成２５年１０月１６日（水） 

 場 所 水道施設管理センター 

 内 容 水道料金について、水道事業会計のしくみ 

水道管の老朽化対策について、意見交換 

第５回会議 平成２５年１１月２１日（木） 

 場 所 水道施設管理センター 

 内 容 給水装置について 

ワークショップ「家計に置きかえたアセットマネジメント」 

アンケート調査 

 内 容 水道水の満足度、味、におい、安全性、職員の対応など 

水道に関する意見・質問 

第６回会議 平成２６年１月２２日（水） 

 場 所 水道施設管理センター 

 内 容 水道局の経費節減、グループ討議「水道の PR について」 

 男女別 年 代 別 

総数 男 女 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

23 年度 14 5 9   3 4 7  

24 年度 14 3 11  1  3 8 2 

25 年度 15 4 11  2 1 2 6 4 
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（２）ホームページアクセス件数 

 即時性の高いインターネットを活用して情報提供することにより、お客さまや指定給水装置

工事事業者の利便性を高めるため、平成１３年２月から水道局ホームページを開設している。 

  昨今、スマートフォンや Wi-Fi・無料ホットスポット等の普及によりホームページアクセス 

 数は飛躍的に伸びている。 

 

 

 

 

 

 
     

 

  酒田市水道局ホームページ URL 

   http://www.water.sakata.yamagata.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）水道広報の発行 

 平成２５年度から、酒田市水道広報「みんなの水さかた」の発行を開始（４月、７月、１１月、

１月の年４回発行）。 

 紙面の作成は、各係１名の職員から構成される水道広報委員会が行っており、水道をご利用の

全てのお客さまに、検針票と一緒に配布している。 

 

 ■平成２５年度水道広報の主な内容 

  創刊号  水道水ができるまで、 

    水道水の安全性 

  第２号  水道料金について 

  第３号  水道料金収納と 

    窓口業務の民間委託 

  第４号  水道施設の耐震化について 

 

 

 

 

  22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 
  

対前年比 

アクセス件数 92,102 68,492 88,685 132,440 
179.5% 

月平均 7,523 5,708 6,998 9,700 
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（４）水道に関するアンケート 

 お客さまの水道水に対するお考えや、実際の利用状況を把握し、水道事業に反映させることを

目的に平成２２年度から実施しており、調査結果は、水道局ホームページに掲載している。 

 

①平成２５年度調査実施状況 
 

■対象地域  酒田市水道事業の給水区域 

■調査対象  平成２５年１１月２５日現在、水道メーター口径 13mm 及び 20mm 

を 

お使いのお客さまの中から無作為に抽出した ２，０００世帯 

■調査方法  郵送による調査票の配布・回収（無記名回答方式） 

■調査期間  平成２５年１２月２１日から平成２６年２月１８日到着分まで 

■回答状況  配布数 ２，０００世帯 

回答数   ９１１世帯（有効回答率 45.6% ） 

 

 

 

②主な調査結果 
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７ 組 織 

（１）組織図及び職員数 

  平成２６年４月１日時点  計４０名（前年比▲１１名） 

 

 

■参考／平成２５年４月１日時点 計５１名 

 

 

 

 

  

水道事業管理者

（1）

水道部長

（1）

管理課

（17）※1

経営管理係（7）

業務管理係（7）※2

工務課

（21）※3

計画推進室（2）※4

事業係（5）

管路係（6）※5

施設管理係（5）

水道事業管理者

（1）

水道部長

（1）

管理課

（20）

経営管理係（6）

お客さま係（11）

工務課

（29）

計画推進室（3）

事業係（4）

管路係（7）

工事相談係（6）

施設管理係（5）

※1 管理課の人数は、課長 1 名、課長補佐 2 名を含む。 

※2 管理課の課長補佐 2 名のうち、1 名は業務管理係長を兼務して 

     いるが、係の人数には含まない。また、日々雇用職員 1 名は含 

     まない。 

※3 工務課の人数は、課長 1 名、課長補佐 2 名を含む。 

※4 工務課の課長補佐 2 名のうち、1 名は計画推進室長を兼務し、 

    1 名は管路係長を兼務しているが、各係の人数に含まない。 
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（２）事務分掌 

平成２６年４月１日現在 

課 係 分掌事務 

管理課 経営管理係 （1) 経営の基本計画に関すること。  

（2) 公印の管理に関すること。  

（3) 文書の収受、発送及び管理並びに書庫の管理に関すること。  

（4) 主要事業の進行管理及び部内連絡調整に関すること。  

（5) 広報広聴に関すること。  

（6) 水道料金等審議会に関すること。  

（7) 広域水道に関すること。  

（8) 統計に関すること。  

（9) 予算見積書の作成及び統制に関すること。  

（10) 財政計画及び予算経理に関すること。  

（11) 企業債に関すること。  

（12) 決算に関すること。  

（13) 現金、預金及び有価証券の保管に関すること。  

（14) 資金計画に関すること。  

（15) 伝票及び証書類の整理保管に関すること。  

（16) 会計帳簿及び資産台帳の整理保管に関すること。  

（17) 金融機関に関すること。  

（18) 出納検査に関すること。  

（19) 前各号に掲げるもののほか、企業会計に関すること。  

（20) 告示及び公表に関すること。  

（21) 組織管理及び事務改善に関すること。  

（22) 条例、規則、規程等に関すること。  

（23) 職員の任免、職階、分限、懲戒、服務及びほう賞に関すること。 

（24) 職員の給与、研修その他勤務条件に関すること。  

（25) 旅費及び費用弁償に関すること。  

（26) 職員の福利厚生及び衛生管理に関すること。  

（27) 防災計画及び災害対策に関すること。  

（28) 労働組合に関すること。  

（29) 資産の取得、処分及び管理に関すること。  

（30) 寄附採納に関すること。  

（31) 給水装置工事事業者の指定に関すること。  

（32) 指定給水装置工事事業者違反行為処分審査委員会の庶務に 

関すること。  

（33) 工事等の競争入札参加者の資格審査及び指名審査委員会に 

関すること。  

（34) 入札に関すること。 
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 経営管理係 （35) 諸契約に関すること。  

（36) 物品の購入及び出納保管に関すること。  

（37) 車両及び無線設備の管理に関すること。  

（38) 発注工事等の検査に関すること。  

（39) 庁舎の維持管理に関すること。  

（40) 課内庶務に関すること。  

 

業務管理係 （1) 使用者台帳の整理保管に関すること。 

（2) 使用水量の計量及び認定に関すること。 

（3) 水道料金等の調定及び減免に関すること。 

（4) 水道料金等の徴収及び収納管理に関すること。 

（5) 給水停止の実施に関すること。 

（6) 水道料金等の不納欠損に関すること。 

（7) 水道使用に係る申請、照会等に関すること。 

（8) 公共下水道使用料、農業集落排水処理施設使用料及び合併処理浄化 

  槽使用料の徴収に関すること。 

（9) 収入原符の保管に関すること。 

（10) 水道料金徴収等管理業務委託に関すること。 

（11) メーターの購入、整備及び出納保管に関すること。 

（12) 給水装置工事の相談に関すること。 

（13) 給水装置工事の設計、調査、施行及び竣工検査に関すること。 

（14) 指定給水装置工事事業者の指導及び監督に関すること。 

（15) 所管に係る給水条例違反の調査に関すること。 

（16) 給水装置工事施行基準に関すること。 

（17) 給水装置工事竣工図面の整備及び保管に関すること。 

（18) 貯水槽水道に対する指導・助言、勧告等に関すること。 

（19) 前各号に掲げるもののほか、営業業務及び給水装置に関すること。

（20) 下水道排水設備等の新設確認並びに当該工事の指導及び検査に関 

  すること。  

工務課 計画推進室 （1) 水道施設の基本計画に関すること。  

（2) 水源の調査及び開発に関すること。  

（3) 水道施設の新設並びに水道管及びこれらの付属施設の改良事業の 

調査及び計画に関すること。  

（4) アセットマネジメントの策定と推進に関すること。  

（5) その他特命事業の設計、施行及び監督に関すること。  

（6) 課内の予算管理及び庶務に関すること。  

事業係 （1) 事業の許可及び認可の申請に関すること。  

（2) 受託工事の調査計画、設計及び指導監督に関すること。  

（3) 所管に係る工事の設計、施行及び監督に関すること。  
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管路係 （1) 水道管の維持管理及び修繕に関すること。  

（2) 水道管の漏水防止の調査及び計画に関すること。  

（3) 水道管の苦情処理に関すること。  

（4) 消火栓に関すること。  

（5) 所管に係る工事等の設計、施行及び監督に関すること。  

（6) 水道管の図面、台帳等の整備及び保管に関すること。  

（7) 道路、河川等の継続占用許可申請に関すること。  

（8) 事業資材の購入、処分及び出納保管に関すること。 

施設管理係 （1) 水質の管理及び水量の調節に関すること。  

（2) 水道施設の設備機械の運転計画、運転操作、整備点検及びこれら 

の記録に関すること。  

（3) 水処理に係る技術及び水質調査に関すること。  

（4) 水道施設及び給水装置の水質検査に関すること。  

（5) 水処理薬品の管理に関すること。  

（6) 水道施設及び設備機械の維持管理及び修繕に関すること。  

（7) 水道施設の改良事業の調査及び計画に関すること。  

（8) 水道施設の工事の設計、施行及び監督に関すること。  

（9) 水道施設及び設備機械の台帳の整備及び保管に関すること。  
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（３）職員配置状況 

平成２６年４月１日現在 

 

 ※（ ）は兼務で内数。 

 

  

職　名

役職・所属

1 1 1

1 1 1

1 2 3 3

経営管理係 1 (1) 3 3 7 5 2

業務管理係 2 (1) 1 3 1 7 7

1 2 3 4 6 1 17 15 2

1 2 3 3

計画推進室 (1) 2 2 1 1

事 業 係 1 3 1 5 5

管 路 係 (1) 2 3 1 6 6

施設管理係 1 (1) 3 1 5 5

1 2 1 1 5 9 2 21 20 1

1 1 2 4 4 1 9 15 1 2 40 37 3合　　　計

調

整

主

任

課

長

補

佐

管 理 課

小　　　計

性
主

事

技

師

合

計

工 務 課

小　　　計

主

査

係

長

別

男 女

主

任

水 道 局 水 道 部

水道事業管理者

管

理

者

部

長

課

長
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（４）年齢別職員構成 

 

 

（５）勤続年数別職員構成 

  

区　分

職員数 構成比 職員数 構成比 職員数 構成比

年齢別 （人） （％） （人） （％） （人） （％）

～ 20歳未満 1 4.5 1 2.6

20歳以上 ～ 25歳未満 1 6.0 1 4.5 2 5.1

25歳以上 ～ 30歳未満

30歳以上 ～ 35歳未満 2 11.8 2 5.1

35歳以上 ～ 40歳未満 3 17.6 6 27.4 9 23.1

40歳以上 ～ 45歳未満 3 17.6 5 22.7 8 20.5

45歳以上 ～ 50歳未満 4 23.5 2 9.1 6 15.4

50歳以上 ～ 55歳未満 5 22.7 5 12.8

55歳以上 ～ 4 23.5 2 9.1 6 15.4

17 100.0 22 100.0 39 100.0

※ 水道事業管理者を除く。部長は工務課としてカウント。構成比は、100％に調整している。

管理課 工務課 合　計

43歳6カ月 43歳0カ月 43歳2カ月

計

平　均　年　齢

区　分

職員数 構成比 職員数 構成比 職員数 構成比

年数別 （人） （％） （人） （％） （人） （％）

～ １年未満 1 5.9 2 9.1 3 7.7

１年以上 ～ ５年未満 9 52.9 5 22.7 14 35.9

５年以上 ～ 10年未満 3 17.6 7 31.8 10 25.6

10年以上 ～ 15年未満 2 11.8 4 18.2 6 15.4

15年以上 ～ 20年未満 1 5.9 1 4.6 2 5.1

20年以上 ～ 25年未満 1 5.9 1 2.6

25年以上 ～ 3 13.6 3 7.7

17 100.0 22 100.0 39 100.0

※ 水道事業管理者を除く。部長は工務課としてカウント。構成比は、100％に調整している。

　 平均勤続年数は、水道局通算の勤続年数。

合　計

7年10カ月

計

平 均 勤 続 年 数 6年2カ月 9年2カ月

管理課 工務課

平成２６年４月１日現在 

平成２６年４月１日現在 
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８ 資 料 

（１）県内主要都市 家事用水道料金比較 

（平成２６年３月３１日現在、税込料金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

口径 13 ミリ 10㎥料金 20㎥料金

酒 田 市 1,722 3,402

山 形 市 1,344 3,349

米 沢 市 2,100 3,559

鶴 岡 市 1,730 3,720

新 庄 市 1,837 4,777

県 平 均 2,088 4,156

全 国 平 均 1,490 3,109

※県平均・全国平均（平成２5年４月１日現在）は、(社)日本水道協会発行「水道料金表」より

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

酒田市 山形市 米沢市 鶴岡市 新庄市 県平均 全国平均

10㎥料金 20㎥料金

20 ㎥県平均 

10 ㎥県平均 
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（２）県内都市 水道料金比較表 

（口径 13 ㎜又は家庭用で比較）  

市 名 
現行料金 

実施年月 
料金体系 

10 ㎥料金 

（税込） 

 20 ㎥料金 

（税込） 

 

安い順位 安い順位 

酒 田 H20.4 
口径別 

用途別 
1,722 2 3,402 2 

山 形 H18.7 
口径別 

浴場用のみ別 
1,344 1 3,349 1 

米 沢 H3.10 口径別 2,100 9 3,559 3 

鶴 岡 H20.9 口径別 1,730 3 3,720 6 

新 庄 H20.7 
口径別 

用途別 
1,837 6 4,777 12 

寒河江 H3.4 口径別 2,520 13 4,252 10 

上 山 H20.4 口径別 2,100 9 3,620 5 

村 山 H20.4 口径別 2,352 10 4,452 11 

長 井 H9.8 
口径別 

用途別 
2,520 13 4,095 9 

天 童 H20.7 口径別 1,890 7 3,885 8 

東 根 H20.2 口径別 1,785 5 3,765 7 

尾花沢 

（大石田と組

合) 

H4.6 用途別 1,785 5 3,570 4 

南 陽 H3.6 用途別 2,415 11 4,830 13 

都市平均 ― ― 2,008 ― 3,944 ― 
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（３）酒田市水道料金の推移 

①酒田地区（昭和５６年６月分～昭和６３年５月分）          表中は全て消費税抜 

メーター 
口径 

又は種別 

基本（１月につき） 従 量 料 金 

使用水量 料金 使用水量 
料金 

（1 ㎥につき） 
使用水量 

料金 

（1 ㎥につき） 

13 ㎜ 
5 ㎥まで 500 円 － 

95 円 
50 ㎥を 
超える分 

155 円 

5 ㎥超 
10 ㎥まで 

700 円 10 ㎥超 
50 ㎥まで 

20 ㎜ 10 ㎥まで 1,300 円 

25 ㎜ 

－ 

1,500 円 

50 ㎥まで 

40 ㎜ 3,400 円 

50 ㎜ 5,600 円 

75 ㎜ 15,000 円 

100 ㎜ 28,000 円 

湯屋用 200 ㎥まで 10,000 円 
200 ㎥を 
超える分 

90 円 

 

船舶用  －  130 円 

臨時用  －  190 円 

プール用  －  90 円 

私設消火栓 

（演習用） 
１栓 10 分間 
以内につき 

700 円  

 

②酒田地区（昭和６３年６月分～平成２年５月分） 

メーター 
口径 

又は種別 

基本（１月につき） 従 量 料 金 

使用水量 料金 使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

13 ㎜ 
5 ㎥まで 700 円 

10 ㎥超 
30 ㎥まで 

100 円 

30 ㎥超 

60 ㎥まで 
140 円 

60 ㎥を 
超える分 

185 円 

5 ㎥超 
10 ㎥まで 

900 円 

20 ㎜ 10 ㎥まで 1,400 円 

25 ㎜ 

－ 

1,800 円 

30 ㎥まで 100 円 

40 ㎜ 3,900 円 

50 ㎜ 6,400 円 

75 ㎜ 17,000 円 

100 ㎜ 35,000 円 

湯屋用 200 ㎥まで 12,500 円 
200 ㎥を 
超える分 

100 円   

 

船舶用  －  155 円   

臨時用  －  240 円   

プール用  －  100 円   

私設消火栓 

（演習用） 
１栓 10 分間 
以内につき 

875 円  
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③酒田地区（平成２年６月分～平成５年５月分） 

メーター 
口径 

又は種別 

基本料金 

（１月につき） 

従 量 料 金 

使用水量 

料金 

（1 ㎥に 

  つき） 

使用水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

13 ㎜ 800 円 

10 ㎥まで 30 円 

30 ㎥超 
60 ㎥まで 

170 円 
60 ㎥を 
超える分 

210 円 

10 ㎥超 
30 ㎥まで 

120 円 

20 ㎜ 1,400 円 

10 ㎥まで 30 円 

10 ㎥超 
30 ㎥まで 

120 円 

25 ㎜ 2,200 円 

30 ㎥まで 150 円 

40 ㎜ 5,000 円 

50 ㎜ 8,500 円 

75 ㎜ 23,000 円 

100 ㎜ 45,000 円 

湯屋用 
200 ㎥まで 

14,000 円 
200 ㎥を 
超える分 

210 円 

 
船舶用 －  210 円 

臨時用 －  250 円 

プール用 －  130 円 

 

 

④酒田地区（平成５年６月分～平成８年５月分） 

メーター 
口径 

又は種別 

基本料金 

（１月につき）  

従 量 料 金 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

13 ㎜ 1,000 円 
10 ㎥まで 30 円 

10 ㎥超 
30 ㎥まで 

140 円 
30 ㎥超 

60 ㎥まで 
170 円 

60 ㎥を 
超える分 

210 円 
20 ㎜ 1,700 円 

25 ㎜ 2,800 円 

30 ㎥まで 180 円 
30 ㎥超 

60 ㎥まで 
200 円 

60 ㎥を 
超える分 

260 円  

40 ㎜ 6,200 円 

50 ㎜ 11,000 円 

75 ㎜ 30,000 円 

100 ㎜ 58,000 円 

湯屋用 
200 ㎥まで 
16,000 円 

200 ㎥を 
超える分 

250 円 

 船舶用 1 ㎥につき 250 円 

臨時用 1 ㎥につき 290 円 

プール用 1 ㎥につき 160 円 
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⑤酒田地区（平成８年６月分～平成２０年５月分） 

メーター 
口径 

又は種別 

基本料金 

（１月につき）  

従 量 料 金 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

13 ㎜ 1,200 円 
10 ㎥まで 60 円 

10 ㎥超 
30 ㎥まで 

160 円 
30 ㎥超 

60 ㎥まで 
250 円 

60 ㎥を 
超える分 

300 円 
20 ㎜ 1,900 円 

25 ㎜ 3,300 円 
30 ㎥まで 210 円 

30 ㎥超 
60 ㎥まで 

250 円 
60 ㎥を 
超える分 

300 円  
40 ㎜ 7,400 円 

50 ㎜ 13,000 円 

1 ㎥につき  300 円 75 ㎜ 36,000 円 

100 ㎜ 70,000 円 

湯屋用 
200 ㎥まで 
20,000 円 

200 ㎥を 
超える分 

300 円 

 船舶用 1 ㎥につき 300 円 

臨時用 1 ㎥につき 350 円 

プール用 1 ㎥につき 200 円 
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⑥松山地区（平成１５年７月分～平成２０年４月分） 

メーター 
口径 

又は種別 

基本（１月につき） 従 量 料 金 

使用水量 料金 使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

使用水量 

料金 

（1 ㎥
につき） 

13 ㎜ 
8 ㎥まで 

2,240 円 8 ㎥超 
30 ㎥まで 

300 円 

30 ㎥超 

60 ㎥まで 
320 円 

60 ㎥を 
超える分 

350 円 

20 ㎜ 2,540 円 

25 ㎜ 

15 ㎥まで 

5,000 円 

15 ㎥超 

30 ㎥まで 
300 円 

40 ㎜ 6,000 円 

50 ㎜ 10,000 円 

75 ㎜ 14,000 円 

100 ㎜ 33,000 円 

臨時用 1 ㎥につき 350 円 
 

 
プール用 1 ㎥につき 300 円 

私設消火栓（演習用）及び 
消火用給水栓（防火貯水槽清掃・演
習) 

１栓 
10 分間以内 

3,000 円  

 

 

⑦平田地区（平成６年１０月分～平成２０年４月分） 

種 別 

基本（１月につき） 従量料金 

使用水量 料 金 使用水量 
料金 

（1 ㎥につき） 

家事用水 10 ㎥まで 2,200 円 
10 ㎥を 

超える分 
200 円 

特別用水 20 ㎥まで 4,500 円 
20 ㎥を 

超える分 
200 円 

官公署等（甲) 50 ㎥まで 11,300 円 
50 ㎥を 

超える分 
200 円 

官公署等（乙) 5 ㎥まで 1,100 円 
5 ㎥を 

超える分 
200 円 

プール用 1 ㎥につき 210 円 

 
消火栓及び 
消火用給水栓 

１栓 

10 分間以内 
2,350 円 

消防ポンプ車 年間 10 ㎥まで 3,000 円 
10 ㎥を 
超える分 

210 円 

※ 家事用水   一般家事用に使用するもの 

特別用水   1 工場用、工事用、各種営業用、庭園等娯楽用として毎月 50 ㎥以上使用するもの 

       2 畜舎等としてメーターを異にして使用するもの 

       3 興行、その他臨時用として使用するもの 

官公署（甲)  官公署、学校、農協等、その他 

官公署（乙)  公民館分館、集会所、その他 

 



 平成 25 年度水道事業年報  

59 

 

 

⑧酒田地区（平成２０年６月分～現在）、松山・平田地区（平成２０年５月分～現在） 

メーター 
口径 

又は種別 

基本料金 

（１月につき）  

従 量 料 金 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥に    

 つき） 

13 ㎜ 1,040 円 
10 ㎥まで 60 円 

10 ㎥超 
30 ㎥まで 

160 円 
30 ㎥超 

60 ㎥まで 
250 円 

60 ㎥を 
超える分 

280 円 
20 ㎜ 1,730 円 

25 ㎜ 2,700 円 

30 ㎥まで 210 円 
30 ㎥超 

60 ㎥まで 
250 円 

60 ㎥を 
超える分 

280 円  30 ㎜ 3,800 円 

40 ㎜ 7,000 円 

50 ㎜ 12,500 円 

1 ㎥につき  280 円 75 ㎜ 30,000 円 

100 ㎜ 50,000 円 

湯屋用 
200 ㎥まで 
20,000 円 

200 ㎥を 
超える分 

280 円 

 船舶用 1 ㎥につき 280 円 

臨時用 1 ㎥につき 300 円 

プール用 1 ㎥につき 200 円 

 

 

⑨参考／平田地区大口径（メーター25 ㎜以上）利用者における経過措置 

 平成 20 年 6 月分から酒田上水エリアの料金を統一するにあたり、平田地区の大口径（メーター

25 ㎜以上）の料金については、3 年間の激変緩和措置を設け、3 年後の平成 23 年 5 月分から統一

されました。 

 

⑨－１ 平田地区（平成２０年５月分～平成２１年４月分） 

種 別 

基本（１月につき） 従量料金 

使用水量 料 金 使用水量 
料金 

（1 ㎥につき） 

家事用水 10 ㎥まで 2,200 円 
10 ㎥を 

超える分 
200 円 

特別用水 20 ㎥まで 4,500 円 
20 ㎥を 

超える分 
200 円 

官公署等（甲) 50 ㎥まで 11,300 円 
50 ㎥を 

超える分 
200 円 

官公署等（乙) 5 ㎥まで 1,100 円 
5 ㎥を 

超える分 
200 円 

プール用 1 ㎥につき 210 円  
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⑨－２ 平田地区（平成２１年５月分～平成２２年４月分） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨－３ 平田地区（平成２２年５月分～平成２３年４月分） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーター 
口径 

又は種別 

基本料金 

（１月につき）  

従 量 料 金 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥につき） 

25 ㎜ 2,700 円 

－ 210 円 

30 ㎜ 3,800 円 

40 ㎜ 7,000 円 

50 ㎜ 12,500 円 

75 ㎜ 30,000 円 

100 ㎜ 50,000 円 

湯屋用 
200 ㎥まで 

20,000 円 
200 ㎥を 
超える分 

280 円 

船舶用 1 ㎥につき  280 円 

臨時用 1 ㎥につき  300 円 

プール用 1 ㎥につき  200 円 

メーター 
口径 

又は種別 

基本料金 

（１月につき）  

従 量 料 金 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥につき） 

使用 
水量 

料金 

（1 ㎥につき） 

25 ㎜ 2,700 円 

30 ㎥まで 210 円  
30 ㎥超 

60 ㎥まで 
250 円  30 ㎜ 3,800 円 

40 ㎜ 7,000 円 

50 ㎜ 12,500 円 

1 ㎥につき  280 円 75 ㎜ 30,000 円 

100 ㎜ 50,000 円 

湯屋用 
200 ㎥まで 

20,000 円 
200 ㎥を 
超える分 

280 円  

船舶用 1 ㎥につき  280 円  

臨時用 1 ㎥につき  300 円  

プール用 1 ㎥につき  200 円  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市水道局ホームページ 

http://www.water.sakata.yamagata.jp/ 
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